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l

特
に

1
y
グ
戸
を
中
心
と
し
て
|
|

UI 

ヱド

正

f台

阻

現
資
計
算
と
理
想
計
算
(
理
論
生
計
費
)

現
十
刊
の
家
計
調
茶
が
、
そ
れ
に
劃
し
て
時
間
史
的
に
提
起
さ
れ
た
課
題
を
果
し
て
い
な
い
己
と
は
、
現
論
生
計
費
と
言
う
考
え
が
、
家

計
調
寮
に
叫
到
す
る
不
信
の
上
に
、
急
激
に
撞
頭
し
た
と
と
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
閃
来
る
。
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
展
開
過
程
で

動
勢
階
級
が
収
奪
さ
れ
る
に
つ
れ
、
賃
金
値
上
を
め
ぐ
る
勢
働
争
議
が
、
念
激
に
増
加
し
た
こ
と
は
げ
仲
間
然
の
成
行
き
と
考
主
ら
れ
る

が
、
と
の
賃
金
位
上
の
要
求
は
、
悉
〈
最
低
生
活
を
川
日
間
航
す
る
最
低
賃
金
白
要
求
と
し
て
提
起
さ
れ
、
こ
白
最
低
賃
金
を
ま
礎
づ
け
る

最
低
生
活
費
の
算
定
が
、
/
理
論
生
計
費
と
し
て
専
ら
問
題
と
友
司
て
い
る
の
で
あ
る
。

動
勢
階
級
が
現
貨
の
生
計
費
忙
立
脚
し
て
、
最
低
賃
金
を
決
定
し
な
か
っ
た
理
由
は
、
現
制
且
白
家
計
が
完
全
に
摺
乱
苫
れ
、
そ
の
貰

質
的
内
容
が
平
常
在
扶
態
に
友
い
に
拘
ら
歩
、
動
勢
階
級
は
最
低
賃
金
決
定
に
到
し
、
そ
白
保
有
す
る
賃
金
論
よ
り
、
嘗
然
生
計
費
に

依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
た
め
、
理
論
生
計
費
以
外
陀
依
擦
す
べ
き
何
物
忘
持
た
な
い
と
言
う
理
論
に
基
い
て
い
る
。
然
る
に
と
の
理
論

生
計
費
は
、
明
ら
か
に
現
貨
の
家
計
調
置
が
、
良
資
に
勤
労
階
級
の
生
活
昧
態
を
反
映
し

τな
い
と
と
に
釣
す
る
不
信
に
よ
っ

τも
採

用
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
ひ
ん
」
た
び
理
論
生
計
費
が
採
用
さ
れ
る
や
、
逆
に
家
計
調
夜
に
劃
す
る
ポ
信
は
、
続
々
激
化
さ
れ
る
と
言
う
結

家
計
調
牽
の
諸
問
題
(
下
)

第
六
+
竺
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‘、

家
計
商
査
の
諮
問
題
(
下
)

第
六
十
三
轡

六

第
一
、
一
一
瞬

プて

果
を
も
た

ιし
て
い
る
の
で
あ
る
。

理
論
生
計
費
は
、
共
に
述
べ
る
事
件
主
契
機
と
し
て
、
現
質
的
な
問
題
と
在
っ
た
巴
も
の
で
芯
る
。
周
知
の
如
{
昭
和
二
十
一
年
十
月

に
於
け
る
、
閤
鋭
、
官
会
憾
の
争
議
に
於
い
ヨ
て
、
動
勢
勝
級
の
賃
金
値
上
要
求
を
検
討
し
た
中
央
勢
働
委
員
舎
は
、
政
府
茨
び
動
勢
階

級
の
主
張
す
る
貸
金
水
準
白
裏
付
け
と
し
て
、
家
計
調
奈
白
資
料
h
u
要
求
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
何
等
か
か
る
資
料
配
持
た
念
か
O
た

F

勤
労
階
級
に
封
し
、
政
府
は
物
慣
廊
及
び
厚
生
省
の
「
家
計
調
査
」
「
生
活
事
情
調
夜
」
を
提
出
し
、
絡
に
動
勢
階
級
の
結
封
的
要
求

を
斥
け
た
白
で
あ
う
た
。
と
の
と
き
政
府
D
提
出
し
た
費
料
は
、
家
計
の
資
質
的
内
容
hr
一
不
さ
友
い
で
、
車
に
名
目
的
た
支
向
金
額
を

一
不
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
た
賃
金
水
準
D
館
、
不
笛
を
、
帽
州
車
に
判
定
し
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
と
の
生
計
の
賢
質
的
内
容
に

闘
す
る
隠
蔽
さ
れ
た
養
料
は
、
食
生
活
の
粗
悪
に
し
言
、
熱
最
白
極
め
て
寡
少
な
と
と
を
示
し
て
い
た
。
そ
れ
以
後
賃
金
問
題
は
、
屡

々
そ
れ
を
裏
付
け
る
客
観
的
な
家
計
調
奈
に
基
い
て
論
議
さ
れ
た
が
ペ
勤
努
階
級
は
と
の
偶
蹄
的
な
家
計
調
帯
を
す
て
て
、
唯
一
の
よ

り
ど
と
ろ
と
し
て
理
論
生
計
費
を
か
か
げ
た
の
で
あ
る
。
か
く
由
如
く
理
論
生
計
費
は
最
初
よ
り
現
賢
の
家
計
調
脊
に
劃
す
る
不
信
に

土
っ
て
提
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
う
た
だ
け
、
ひ
と
た
び
理
論
生
計
費
が
採
用
さ
れ
た
後
陀
長
け
る
家
計
調
査
え
の
不
信
、
軽
蹴
は
、
極

度
に
露
骨
左
も
白
で
あ
っ
た
。
と
の
家
計
調
査
に
封
す
る
不
信
は
、
如
何
段
る
意
味
に
於
い
て
正
首
で
あ
り
、
理
論
生
詩
費
は
家
計
調

寮
を
拙
棄
せ
し
め
る
理
論
的
根
擦
を
も
っ
で
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
家
計
調
茶
と
雪
口
い
、
理
論
生
計
費
と
言
い
、
何
れ
も
賃
金
問
題
忙
闘

j
聯
し
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
上
記
の
問
題
は
正
し
い
賃
金
環
論
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

先
づ
理
論
生
計
費
白
何
た
る
や
を
見
ょ
う
。
理
論
生
計
費
は
従
来
「
理
想
計
算
」

(EEZHHEE
と
栴
呂
れ
て
い
も
凡
も
白
で
、
官

う
迄
も
左
く
一
定
白
康
史
的
文
化
的
生
活
を
た
す
に
必
要
友
生
計
費
D
理
論
的
算
定
で
あ
る
。
即
ち
労
働

A
E丹
生
産
す
る
も
孔
め
忙
、

「
か
く
あ
る
べ
き
」
生
計
費
で
あ
る
。
勿
論
往
々
、
極
め
て
生
理
的
技
術
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。



戦
争
中
労
働
科
閥
単
的
見
地
か

ιな
さ
れ
穴
、
労
働
科
皐
研
兜
所
む
最
低
生
活
費
は
、
む
し
ろ
と
れ
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。
然
し
理

想
計
算
白
木
孫
自
概
念
位
、
同
早
忙
生
理
的
技
術
的
問
題
と
し
て
の
み
提
起
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
〈
、
歴
史
的
お
概
念
と
し
て
も
提
起

3
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
食
生
活
は
ペ
食
糧
規
額
」
宵

EEmm)
と
し
て
、
F

即
ち
に
一
定
の
生
理
的
必
要
置
を
(
樫
典
的
苛
規
定
を
も
含
む
)

確
保
す
る
に
必
要
注
飲
食
物
費
を
算
定
し
、
住
居
は
家
族
人
員
及
び
そ
の
構
成
に
際
じ
、
衛
生
的
道
徳
的
に
必
要
友
安
聞
と
居
開
放
を

決
定
し
て
、
毛
れ
陀
要
す
る
住
居
由
貿
を
算
定
し
、
モ
白
他
被
服
費
、
光
熱
費
に
つ
い
て
も
、
同
様
左
算
出
北
手
績
を
と
り
、
と
れ
ら
に
誼

常
左
誇
文
化
費
を
加
え
て
、
文
字
通
り
現
論
的
に
作
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
歴
史
的
批
合
的
内
容
を
抗
〈
も
ヲ
て
い
た
。

か
か
る
現
想
計
算
は
、
生
計
費
白
首
免
債
額
D
計
算
と
し
て
、
既
に
早
〈
土
り
、

7

1
サ

1
・
ヤ
ン
グ
(
一
七
六
士
九
年
)
に
上
っ
て
『
家

，F
 

計
調
査
と
並
び
採
用
さ
れ
て
い
た
が
、
と
れ
か
U

極
め

τ系
統
的
に
展
開
し
た
の
は
エ
ン
が
ん
で
あ
る
。
阿
者
を
比
較
す

Z
降
、
理
想
計

一
算
と
言
う
貼
に
於
い
て
は
同
一

D
盟
論
的
地
盤
に
立
ワ
て
い
矢
が
、
そ
の
目
的
は
極
め
て
具
忍

ιの
で
あ
っ
た
。
邸
ち
ヤ
ン
グ
が
理
想

計
算
に
よ
召
て
見
本
生
計
費
を
作
っ
た
の
は
、
官
時
物
債
騰
貴
に
よ
っ
て
、
動
勢
階
級
の
聞
に
動
掃
が
生
じ
た
の
忙
劉
し
、
現
賢
白
賃

金
に
よ
っ
て
も
勤
労
階
級
白
生
活
は
、
決
し
て
脅
威
主
受
け
て
い
な
い
と
と
を
詮
明
す
る
た
め
で
あ
う
仕
。
ど
の
た
め
ヤ
ン
グ
は
、
政

世
帯
白
現
貨
の
家
計
調
奈
と
と
れ
に
到
す
る
数
例
D
見
本
生
計
費
を
作
成
し
、
生
活
指
詩
的
な
目
的
を
も
持
た
せ
て
、
と
れ
を
公
表
じ

た
の
で
あ
る
!
こ
れ
に
封
し
て
エ
ン
ザ
ル
白
場
合
は
「
人
的
養
本
」
の
再
生
産
の
た
め
に
、
勢
賃
(
「
勢
働
の
慣
格
」
U

は
如
何
な
る
高
さ

に
あ
る
べ
き
か
を
、
あ
た
か
も
資
本
家
が
悶
定
資
本
白
自
然
的
道
諮
問
磨
滅
を
最
大
限
に
考
慮
し
て
、
減
債
償
却
を
在
す
と
同
一
白
筆

法
医
よ
っ
て
計
算
せ

ιι
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
従
ワ
て
理
想
計
算
に
よ
る
生
計
費
算
定
の
個
々
の
操
作
は
、
ヤ
Y

グ
と
ヱ
ン
ヂ
ル
と

で
は
宋
干
相
違
し
て
い
る
が
、
理
想
計
算
由
原
現
的
危
立
場
に
う
い
て
一
育
え
ば
、
開
者
は
全
〈
同
一
で
あ
る
と
言
う
と
と
が
旧
来
る
。

ヤ
ン
グ
及
び
ヱ
ン
ヂ
ル
が
理
想
計
算
の
目
的
と
し
た
と
と
ろ
伏
、
全
く
相
関
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
白
理
抽
出
計
算
も
、
常
に
何
れ
か

家
計
調
査
的
諮
問
題
(
下
)

第
六
十
三
替

七

第
一
、
工
観
一
二
七



も，

家
計
調
査
の
諸
問
題
〔
下
)

第
六
十
三
者

戸、

茸5

~ 

事量

" 

一
方
の
目
的
を
追
求
す
る
も
の
と
し
て
か
、
或
は
雨
目
的
を
綜
合
的
に
も
っ
た
も
の
と
し
て
注
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
戦
時
中
に
務
表

さ
れ
た
努
働
科
恩
研
究
所
白
「
標
準
生
計
費
」
が
労
働
力
主
再
生
産
す
る
た
め
白
最
低
賃
金
決
定
の
基
礎
と
し
て
提
起
さ
れ
た
の
で
あ

る
が
、
そ
の
中
忙
極
め

τ強
い
ヤ
ン
グ
的
生
活
指
導
を
長
り
込
ん
γ

で
い
た
如
昔
、
或

γ

は
最
近
D
理
論
生
計
費
が
専
ら
最
低
賃
令
確
保
の

基
礎
と
し
で
採
用
さ
れ
て
い
る
如
き
で
あ
る
。

生
活
指
導
の
問
題
は
、
蛍
商
関
心
白
封
象
で
友
い

G

問
題
を
合
理
的
な
賃
金
或
は
最
低
賃
金
を
決
定
す
る
根
嬢
と
し
て
の
「
理
知
計

算
」
に
限
定
し
、
か
由
る
も
の
と
し
て
系
統
的
に
追
求

νた
ヱ
ン
が
ん
に
つ
い
て
見
る
に
、
そ
れ
は
労
働
の
自
己
費
問
と
し
て
弐
の
如

き
育
費
削
嶋
田
白
冷
討
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

一
、
火
白
諸
項
目
に
閥
し
、
若
年
期
に
沿
い
て
充
則
さ
れ
た
教
育
及
陶
治
資
本
白
償
還
m
生
活
費
を
青
む
)

仰
と
の
資
本
白
償
却
及
償
却
の
時
貼
忙
至
る
迄
由
来
償
却
後
俗
資
本
白
利
耕

聞
と
の
償
却
の
賢
行
さ
れ
由
揚
令
白
弐
の
危
険
忙
劃
す
る
保
除

働
移

イ
、
償
却
期
粧
組
前
田
死
亡

ロ
、
疲
疾
又
は
努
働
朗
自
短
縮

ハ
、
内
的
及
外
的
事
出
に
よ
る
労
働
期
に
告
け
る
管
得
能
力
白
一
時
的
中
絶

二、

4
4

の
諸
項
目
に
闘
し
、
杢
努
働
期
に
亙
る
生
命
及
労
働
力
白
維
持

m
w
-
力
の
維
持
及
力
の
夏
新
白
費
用

m判
明
T

期
接
疾
白
危
険
に
劃
す
る
保
険

L

¥

例
品
目
得
括
判
動
の
一
時
的
中
絡
に
劃
す
る
保
険



ィ
、
疾
病
に
よ
る
場
合

て
恐
慌
及
事
業
停
頓
に
よ
る
場
合

=
一
、
次
白
諸
項
目
に
闘
し
、
老
年
期
に
わ
た
る
生
命
の
維
持

mw
あ

ιゆ
る
関
係
陀
於
け
る
生
活
維
持
費
及
養
老
費
白
支
排
【
「
勢
働
町
一
間
特
」
)

と
白
労
働
の
自
己
費
用
を
構
成
す
る
諸
費
用
は
、
弐
の
如
く
家
計
費
各
項
目
忙
剖
首
て
ら
れ
て
、
計
算
さ
れ
る
。
幼

r

年
明
白
教
育
、

陶
治
、
生
梧
費
に
‘
阿
世
代
の
中
迭
に
し

τ死
亡
、
挫
折
せ
る
不
幸
な
人
々
の
損
失
を
糖
卒
計
算
に
よ
り
加
算
せ
る
金
額
在
、
復
利
計

算
に
占
っ
て
増
殖
す
る
前
貸
者
本
と
見
倣
し
て
営
得
期
聞
に
岡
牧
す
る
と
4

と
は
、
同
世
帯
忙
属
す
る
現
存
子
女
の
教
育
、
陶
治
、
生
活

費
と
し
て
、
疾
病
、
恐
慌
等
の
危
険
に
封
ず
る
保
詮
は
、
健
康
保
除
、
疾
病
保
険
、
失
業
保
険
(
又
は
宇
常
ゾ
に
謝
す
る
保
険
金
、
掛
金

と
し
て
、
管
得
能
力
を
失
う
六
す
五
寸
以
上
の
年
代
に
劃
す
る
隠
居
費
は
、
隠
居
生
活
者
保
詮
す
る
養
老
保
険
の
掛
〆
金
と
し
て
、
生
計

費
各
項
目
に
計
上
さ
れ
、
か
か
る
諸
項
目
四
貨
幣
叡
が
現
租
計
算
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
、
そ
れ
が
「
勢
働
の
債
格
」
た
る
賃
金
の
人
口
現

的
た
高
唱
で
あ
る
と
な
さ
れ
て
い
る
。
勿
論
ヱ
シ
ザ
ル
は
他
の
筒
所
で
(
「
ベ
ル
ギ
ー
時
働
者
家
族
の
生
活
費
」
)
土
り
簡
単
在
理
想
計
算
を

な
し
、
「
食
糧
規
格
」
在
確
保
す
る
に
必
要
な
金
額
を
、
首
時
の
家
計
調
夜
よ
り
得
た
飲
食
物
品
買
の
割
令
六
割
二
分
で
除
し
て
、
計
算
費

を
算
定
し
て
い
る
。
然
し
エ
ン
ゲ
ル
む
理
想
計
算
の
本
質
は
前
者
に
あ
り
、
と
れ
は
「
人
間
の
債
値
ι
令
市
で
展
開
さ
れ
た
と
と
ろ
の

よ
り
夜
雑
た
債
依
計
算
の
基
礎
白
上
に
、
不
可
避
的
に
構
成
さ
れ
た
「
勢
働
四
億
格
」
計
算
で
あ
る
。

我
闘
に
於
て
現
在
説
起
さ
れ

τ
い
る
理
論
生
計
費
は
、

エ
ン
ザ
ル
に
比
し

τ遥
か
に
担
く
、
現
資
の
家
計
調
夜
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

次
の
如
き
も
白
で
あ
る
。

例
え
ば
五
千
二
百
闘
の
賃
金
ベ

I
ス
を
要
求
し
た
勤
努
階
級
の
数
字
的
根
擦
は
、

卒
一
遁
の
場
合

家
計
調
査
の
詩
問
題
(
下
)

第
六
十
一
二
審

ブし

第
一
、
二
韓

ブL



家
計
調
査
の
諸
問
題
(
下
)

第
六
十
三
巻

0' 

事
一
、
二
務

O 

一
九
四
八
年
三
月
現
在
D
束
京
に
於
げ
る
濁
身
者
、

蛋
白
八

O
瓦
聖
婦
取
す
る
た
め
に
必
要
な

ヱ
ン
ヂ
ル
系
教
を
六
三
%
と
し
て
、
最
低
生
計
費
を
算
定
す
る
。
こ
れ
を
家
旋
二
、
五
人
の
生
計

一
更
ら
に
東
京
を
乙
地
に
換
算
す
る
た
め
に

O
、
七
三
六
六
、
と
れ
を
一
ヶ
月
聞
に
直
す
た
め

一
日
常
り
二
、
四

O
O
カ
ロ
リ
ー
、

食
費
を
六
九
国
五
八
銭
と
算
定
し
、

費
に
換
算
す
る
た
め
に
消
費
車
位
二
、

陀
三

0
・
四
を
乗
じ
て
、
五
、
一
九
五
闘
を
算
出
し
て
い
る
。

s-r×
H
G
O
X

国
交

2
8由

X

∞Z
u
m
-
H也
印
有

〉

I
U
ω
1

図
録
の
場
合

閤
織
は
最
初
そ
の
基
礎
に
、
現
賀
白
家
計
調
夜
を
も
っ

τ
い
た
包
(
乙
地
内
図
鑑
従
業
員
自
家
計
調
査
)
然
し
最
後
白
決
定
は
、
現
貨
の

家
計
調
奈
と
縮
担
廊
統
計
局
白
消
費
者
償
格
調
査

(
C
・
p
・5
〕
に
於
け
る
来
点
都
一
世
帯
月
首
り
支
出
金
額
と
の
問
忙
差
異
が
友
か

っ
た
た
め
、

C
・F
-
B
を
基
礎
と
し

τい
る
。
か
く
し
て
東
京
都
に
於
け
る
三

v

月
白
四
v

六
四
人
位
帯
白
家
計
支
出
金
額
八
、
四
一
一
一

国
五
一
一
銭
を
五
人
世
帯
に
換
算
し
て
九
、

O
七
四
闘
を
得
、
こ
れ
に
消
費
者
慣
格
指
数

(
C
・
P
・
-
)
の
上
昇
率
(
一
一
古
川
工
ち
国
月
に
至

る
期
間
)
七
六
%
と
、
乙
地
が
東
京
の
物
債
指
数
に
劃
し
て
も
ヨ
比
七
八
・
九
%
を
来
巳
、
と
れ
を
最
ら
信
二
・
五
人
世
帯
に
換
算
す
る

立

忙

0
・
六
一
一
一
五
、
乙
地
白
地
域
系
教
を
平
均
地
域
系
教
に
修
正
す
る
た
め
に
山
一

m
E乗
じ
て
加
持
出
し
て
い
る

J

。

]

【

同

恒

司

自・

d
E×
H
c
g
x
C
4∞g
x
c
S国
FIllUz--

】

-H-

園
鍛
は
そ
の
後
四
月
の
C
・F
・5
に
み
る
家
計
支
出
金
額
を
恭
礎
と
し
て
修
正
し
、
そ
の
結
果
五
-
一
一

0
0一
闘
を
得
て
い
る
。

全
官
公
肱
白
場
合

金
官
公
腿
賃
金
専
門
委
員
舎
の
算
出
方
式
は
、

賞
す
る
た
め
に
一
・
=
一
六
で
除
し
、
と
れ
b
k

二
・
五
人
世
帯
に
換
算
す
る
一
死
め
忙
一
↓
・
一
、

-
月
比
於
け
る
東
京
都
調
身
者
生
計
費
四
、

五
一
三
回
を
通
常
の
一
消
費
単
位
比
一
換

乙
地
に
換
算
す
る
た
め
忙

C
・F
・S
花
上
る

〆



，，r
 

、
乙
地
白
東
京
に
劃
す
る
差
比
二
十
二
年
一
且
よ
り
十
一
月
に
至
る
問
)
0
・
六
八
三
、
三
月
現
在
に
換
算
す
る
た
め
に

一
一
一
月
白
一
月
益
す
る
騰
賞
品
一
加
を
官
室
昔
話
域
霊
一
二
三
を
官
れ
ぞ
れ
乗
じ
て
算
出
し
で
い
る
n

∞
同
日

HHMW

'
串
国
同
日
目
十

H
臼
晶
×
凶

H
x
d
h宮
山
×

l
l
l
x
fー
ー
リ
叩
-
H
S

同
喧
叩
]
戸
ハ
[
(
}

明
ら
か
に
理
論
生
計
費
白
色
彩
を
も
っ
て
い
る
の
は
全
漣
で
あ
る
が
、
そ
れ
す
ら
現
寅
C
家
計
調
査
よ

D
求
必
ら
れ
た
粗
悪
な
食
温

白
構
成
、
入
手
系
統
別
自
敷
設
及
び
償
格
の
割
合
に
恭
吉
、
従
っ
て
現
貨
の
生
活
事
情
虻
裏
付
け
ら
れ
た
飲
食
費
を
算
定
し
、
且
つ
極

め
て
窮
迫
し
、
極
伎
比
非
文
化
的
な
生
活
事
情
主
反
映
し
た
家
計
調
査
の
飲
食
費
割
合
虻
去
い

τ)
宮
守
費
締
額
を
算
定
し
て
い
る
の

で
あ
っ
て
、
と
白
意
味
で
は
極
め

τ強
く
現
賀
計
算
に
立
脚
し
て
い
る
。
た
、
だ
現
賓
の
生
揺
が
極
め
て
歪
曲
さ
れ
、
正
常
な
内
容
を
も

交
友
い
と
言

5
と
と
白
た
め
に
、
最
少
限
の
修
正
を
加
え
て
算
定
さ
れ
て
い
る
と
言
う
意
味
で
、
現
賀
計
算
で
に
く
理
組
計
算
で
あ
る

と
言
わ
れ
得
る
に
す
さ
な
い
α

即
ち
食
糧
主
二
、
四

O
Oカ
ロ
リ
ー
、
蛋
白
質
八

O
瓦
で
押
え
、
飲
食
物
費
白
割
合
色
六
三
%
と
じ
て

¥
 

計
算
し
た
限
り
で
の
み
、
そ
れ
は
理
組
計
算
で
あ
り
、
算
出
さ
れ
た
も
の
は
理
論
生
計
費
で
あ
る
。
勿
論
闘
銭
、
官
公
聴
も
、
最
格
決

定
案
以
前
は
、
全
遁
と
同
じ
一
〈
理
論
生
計
費
に
依
存
し
、
そ
れ
ら
の
迎
論
生
計
費
は
、
現
在
全
遁
陪
見
ら
れ
る
よ
り
以
上
に
、
本
来
の

理
論
生
計
費
的
な
色
彩
を
帯
び
て
い
た
。

C
・
F
・
-
に
よ
る

か
く
の
如
〈
理
想
計
算
H
現
諭
生
計
費
の
具
般
的
内
容
は
、
時
と
所
に
よ
り
極
め
て
相
違
し
て
い
る
。
然
し
理
想
計
算
の
現
賞
計
算

H
家
計
調
査
に
削
到
す
る
閥
係
は
、
会
く
同
じ
で
あ
り
、
理
想
計
算
と
現
資
計
算
と
は
、
そ
の
原
理
に
於

τ全
く
相
反
し
て
い
る
ー
と
れ

は
極
め
て
純
粋
に
理
想
副
算
を
櫨
系
立

τん
と
し
た
エ
ン
ヂ
ル
が
、
全
く
現
賢
計
算
を
無
視
し
て
理
想
計
算
を
な
じ
た
と
と
に
よ
っ
て
‘

極
め
て
明
瞭
に
京
苫
れ

τ
い
る
。
武
闘
に
於
て
も
、
理
論
生
計
費
は
、
家
計
制
査
の
拒
否
の
上
に
提
起
さ
れ
た
晶
白
で
あ
}
、
現
在
行

現
賓
の
弐
計
調
査
に
極
め
て
掠
〈
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
忙
拘
b
ら
宇
、
猶
且
G
露
骨
在
家
計
調
杢
に
謝

第
一
、
二
競

b
れ
て
い
る
理
論
生
計
費
が
、

家
計
調
査
の
諸
問
題
(
下
)

事
六
十
一
ニ
巷

偽 l



〆

第
六
十
一
二
各

ず
る
軽
視
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
明
ち
か
に
知
る
と
と
が
出
来
る
白
で
あ
る
。

家
計
調
査
の
諸
問
題
(
下
)

第
一
、
ニ
韓

-， 

現
論
生
計
費
と
家
計
調
坐
と
は
、
本
来
的
に
は
相
反
す
る
考
え
方
で
あ
り
、

否
の
上
に
理
!
諭
生
計
費
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
一
と
白
却
諭
生
計
費
は
賃
金
現
論
及
び
賃
金
問
題
白
提
起
さ
れ
て
い
る

そ
れ
だ
け
の
積
極
的
危
根
擦
を
も
っ
て
い
る
で
あ
ら
う
か
。
家
計
調
禿
を
問
題
と
す
る
限
り
、
と
れ
は
極

し
か
も
現
在
賃
金
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
家
計
調
査
白
拒

客
観
的
保
件
に
照
ら
し
て
、

め
て
重
要
注
問
題
で
あ
る
。

勤
努
階
級
は
そ
の
賃
金
理
論
と
し
て
、
努
働
力
再
生
産
費
設
を
も
っ
て
い
る
。
賃
金
は
粧
祷
的
範
時
と
し
て
、
そ
の
閣
に
於
け
る
歴

史
的
k
-
定
し
た
文
化
的
生
活
白
基
礎
の
上
に
決
定
さ
れ
る
。
賃
金
が
文
化
的
要
素
を
も
前
提
し

τ決
定
さ
れ
る
た
め
、
極
め
て
軟
菜

什
む
あ
る
一
定
の
は
ば
を
も
ち
、
従
ヲ
て
最
低
賃
舎
と
し
て
場
え
ら
れ
る
も
の
は
、
そ
白
最
下
限
印
ち
殆
ん

E
肉
慨
維
持
費
に
限
定
さ

れ
る
両
さ
で
あ
る
と
言
う
と
と
は
、
玩
に
屡
々
指
摘
さ
れ
た
と
と
ろ
で
あ
る
。

然
し
'
賃
金
が
客
観
的
歴
史
的
に
決
定
さ
れ
る
大
昔
さ
の
も
白
で
あ
る
と
言
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
計
算
し
て
確
完
さ
れ
得
る
も
の
で
あ

る
と
言
う
と
と
を
決
し
て
意
味
す
る
も
の
で
は
在
.
い
の
で
あ

Z
。
賃
金
が
計
算
し
決
定
さ
れ
る
と
言
う
と
と
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、

物
慣
が
意
識
的
に
統
制
さ
れ
、
か
く
し
て
市
場
が
完
全
忙
統
制
さ
れ
、
従
っ
て
よ
り
根
木
的
に
は
、
生
産
、
流
通
、
消
費
白
各
商
に
亙

つ

τ園
家
に
よ
る
，
意
識
的
な
税
制
が
可
能
で
あ
る
と
一
官
、
っ
と
と
を
前
提
と
し

τ
い
る
。
疑
い
も
な
く
と
れ
は
組
織
苫
れ
た
養
本
主
義
の

概
念
で
あ
り
、
最
低
賃
金
白
計
算
可
能
論
は
、
そ
由
一
二
分
身
で
あ
る
に
外
な
ら
な
い
。
現
在
の
政
治
的
経
済
的
保
件
の

F
で
、
争
ら
ゆ

る
部
商
に
圏
中
規
統
制
の
力
が
盟
必
さ
れ
る
と
言
う
と
と
と
、
そ
白
統
制
が
完
全
に
賀
現
さ
れ
る
と
言
う
こ
と
と
は
、
全
く
別
個
の
問
題

で
あ
り
、
賃
、
金
白
高
さ
が
理
論
的
忙
算
定
さ
れ
る
と
言
う
立
場
は
、
極
め

τ定
孤
的
で
あ
る
と
一
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
が
如
何
に
現

賢
に
反
し
て
い
る
か
は
、
賃
金
算
定
む
際
そ
白
基
礎
と
し
て
利
用
ド
し
た
物
慣
が
、
確
定
賃
金
主
施
行
す
る
時
に
は
、
就
に
崩
壊
し
て
い



る
と
言
う
事
費
、
或
は
確
定
さ
れ
た
賃
金
ず
ら
、
ゃ
れ

E
賞
施
せ
ん
と
し
た
時
に
は
、
阪
に
個
々
の
企
業
で
破
壊
さ
れ
、
高
低
様
々
白

方
向
に
動
い
て
い
る
と
言
う
事
費
、
更
ら
に
賃
金
算
定
も
、
例
え
ば
職
階
制
民
よ
る
給
興
懐
系
の
採
加
に
見

ιれ
る
で
如
く
、
往
々
に
し

て
既
に
客
観
的
に
決
定
さ
れ
で
居
る
も
の
を
、
そ
の
憧
事
後
的
に
認
め
た
も
の
に
す
宮
な
い
と
↑
言
う
事
管
を
見
れ
ば
、
殆
ん

E
疑
う
飴

地
は
存
し
・
な
い
白
で
あ
る
。

然
る
紀
明
ら
か
に
理
論
生
計
費
は
、
最
低
生
市
費
白
算
定
が
可
能
で
あ
り
、
賃
金
は
そ
れ
に
よ
ラ
て
決
定
苫
れ
る
と
一
言
う
立
場
に
立

っ
て
い
る
白
で
あ
る
。

第
二
に
賃
金
が
労
働
力
白
再
生
産
翼
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
言
う
こ
と
は
、
結
時
と
し
て
D
勤
労
階
級
に
つ
い
て
問
題
と
さ
れ
得

る
と
と
ろ
で
あ
ヨ

τ、
車
.
に
就
業
努
働
者
白
み
K
う
い
て
問
題
と
さ
れ
得
る
も
の
で
は
な
い
。
勤
労
階
級
の
生
産
過
程
え
の
吸
引
、
或

は
そ
む
過
程
か
ら
の
反
援
は
、
極
め
て
無
政
府
的
に
動
揺
L
て
い
て
、
ま
す
ま
す
最
低
生
活
費
に
よ
る
最
低
賃
金
の
算
定
は
不
可
能
で

あ
る
。然

る
忙
現
論
生
計
費
は
、
就
業
努
働
者
自
み
に
つ
い
て
問
題
と
し
、
そ
の
計
算
が
可
能
で
あ
る
主
百
号
立
場
に
立
っ
て
い
る
。

か
く
の
如
く
最
低
生
活
費
む
算
定
が
不
可
能
己
あ
る
に
拘

b
ら
示
、
理
論
生
計
費
は
最
低
生
活
費
を
算
定
せ
ん
と
し
て
い
る
た
め
、

，
そ
の
数
式
に
は
極
め
て
惑
意
的
な
要
素
が
角
ま
れ
セ
い
る
と
言
う
、
決
定
的
左
弱
鮪
を
も
た
ざ
る
を
得
な
い
。
既
越
し
た
全
週
の
数
式

の
各
項
が
、
絶
封
的
に
合
理
的
で
あ
り
豆
確
で
あ
る
と
言
う
根
擦
は
食
見
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
主
食
白
「
規
額
」
と
し
て
、

国
給
に

L
d
b米
一
一
一

O
瓦
、
小
委
粉
五

O
瓦
、
#
昔
、
雑
穀
一

O
四
瓦
、
非
配
給
と
し
て
米
一
三

O
瓦
、
小
委
粉
一
ニ

O
瓦
を
計
上
し
た
こ

と
も
、
絶
釣
的
な
合
理
性
は
詮
明
さ
れ
在
い
し
、
ヱ
ン
ヂ
ル
系
数
六
二
一
%
を
、
最
低
生
活
に
於
け
る
飲
食
物
費
の
割
合
で
あ
る
と
断
定

す
る
模
擦
も
存
在
し
な
い
。
従
ヲ
て
最
低
生
活
費
と
し
て
算
定
さ
れ
た
五
、
二

O
O園
の
絶
劉
的
在
賃
金
、
へ

l
ス
が
、
数
式
D
各
項
目

家
計
調
査
の
諸
問
題
(
下
)

第
六
十
三
巻

事
一
、
一
一
揖

百

詞.



" 

家
計
調
査
の
諸
問
題
(
下
)

第六十一一一品世

同

策

、

競

四

を
怒
意
的
に
動
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
任
意
に
跡
捜
化
さ
せ
得
る
と
言
う
結
呆
と
な
り
、
事
責
給
輿
審
議
合
で
の
問
題
は
、
各
項
目
の
惑

検
討
に
修
始
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
、
理
想
計
算
に
上
っ
て
最
低
生
活
費
を
算
定
す
る
と
一
言
う
と
と
は
、
理
論
的
に
大
き
な
誤
り
を
含
ん
で
い
る
。

然
ら
ば
賃
金
問
題
は

7
如
何
友
る
客
観
的
諸
保
件
白
下
に
提
起
喜
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
恥
。
己
白
問
題
も
賃
金
理
論
の
展
開
に
よ
。

て
、
足
場
を
得
る
と
と
が
出
来
る
。

賃
金
が
勢
働
力
主
再
生
産
す
る
に
必
要
な
生
活
必
需
物
資
及
び
諸
労
務
に
醐
固
化
苫
礼
た
枇
舎
的
必
要
労
働
ー
に
吐
り
、
従
m
H

て
労
働
力

の
再
生
産
費
に
止
9

f
一
決
定
さ
れ
る
と
言
う
と
と
は

7
抽
象
的
に
し
か
る
白
で
あ
っ

τ、
そ
れ
は
具
慌
時
な
賃
金
の
高
さ
を
説
明
す
る

も
白
で
は
友
い
。
具
閥
的
に
一
言
え
ば
寸
自
愛
数
た
る
蓄
積
L

K
劉
し
「
賃
金
は
他
愛
敬
」
で
あ
り
、
従
っ
て
賃
金
は
、
費
本
哲
積
白
兵

帽
的
内
容
及
び
方
向
、
却
ち
費
木
の
不
備
拠
資
本
L
」
可
愛
資
「
本
え
白
分
割
、
労
働
階
級
J
U
現
彼
原
と
失
業
者
、
産
業
強
備
軍
え
の
分
割
の

歴
史
的
具
時
的
内
容
に
よ
勺
て
規
定
さ
れ
る
も
白
で
あ
る
。
従
ワ
て
勤
労
階
級
白
求
め
る
最
低
賃
金
と

Y

安
本
の
許
容
す
る
賃
金
と
は
、

か
ポ
し
て
賃
金
問
題
は
、
極
め
て
鋭
い
脳
出
立
的
な
立
場
か
ら
提
起
さ
れ
て
h
る
と
言
う
と
と
は
明
色
か
で
あ

意
的
危
批
判
、

丸
常

4
別
訟
も
の
で
あ
h

夕、

る
利
潤
の
確
保
、
費
4
4
の
蓄
積
を
賃
金
値
上
の
唯

J
C前
提
で
あ
る
と
す
る
と
と
る
の
、
言
葉
と
そ
具
な
れ
繰
り
返
し
の
べ
ら
れ
て
い

る
議
論
が
、
常
虻
利
潤
θ
各
部
分

K
分
割
さ
れ
分
配
さ
れ
る
伏
踏
の
共
稚
内
分
折
、
活
少
生
産
の
保
件
下
に
於
け
る
資
本
蓄
積
の
具
践

的
内
容
忙
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
な
く
、
賃
金
に
関
係
す
る
の
/
は
可
愛
者
本
の
み
で
あ
り
、
過
少
生
産
が
貸
付
資
本
の
過
少
、
不
護
費

木
の
過
少
kmr
可
愛
者
本
白
相
謝
的
過
剰
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
従
っ
て
利
潤
が
非
生
産
的
忙
分
配
さ
れ
、
資
本
の
蓄
積
も
直
ち
に
賃
金

の
値
上
と
同
義
語
で
あ
り
得
な
い
と
と
を
冶
蔽
し
て
い
る
と
と
ろ
代
、
賃
金
問
題
の
解
決
が
分
配
の
み
の
問
題
々
は
あ
り
得
友
い
と
と
、



縫
っ
て
却
想
計
算
に
白
土
る
最
低
生
活
費
白
算
定
で
は
、
一
歩
た
り
と
も
解
決
え
白
山
越
を
進
み
得
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
賃
金
問
題

は
、
よ
り
根
本
的
友
、
即
ち
所
有
関
係
自
合
理
的
な
解
決
む
一
環
と
し
て
む
み
、
解
決
の
訟
を
見
出
ず
で
あ
ろ
う
。
賃
金
問
題
が
か
が

る
も
?
と
し
て
白
み
解
決
さ
れ
る
と
す
あ
友
ら
、
賃
金
は
軟
柔
な
は
ぽ
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
量
的
算
定
は
、
何

等
D
意
味
も
持
た
な
い
の
で
あ
る
。
理
論
生
計
費
が
、
賃
金
問
題
虻
課
せ
ら
れ
た
現
貨
の
課
題
を
果
し
て
い
左
い
と
と
は
、
最
低
賃
金

“ 

を
要
求
し
た
動
勢
階
級
自
身
が
、
そ
れ
を
算
定
じ
た
数
式
そ
の
も
の
に
、
極
め
亡
無
関
心
で
あ
る
己
と
に
主
っ
て
端
的
に
一
不
さ
れ
て
い

る
。
勤
努
階
級
が
賦
〈
閥
心
を
も
っ
て
い
る
の
は
、
五
、
二

C
C
固
と
さ
一
日
う
絶
封
額
で
あ
り
、
数
式
で
は
危
い
1

家
計
調
査
の
弛
棄
は
、
最
低
生
活
費
算
定
の
基
礎
と
し
て
利
用
し
得
な
い
と
き
、
そ
の
基
礎
と
し
て
理
論
生
計
費
が
採
用
さ
れ
た
と

と
に
よ
古
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
然
し

τ理
論
生
計
費
が
勤
努
階
級
白
惜
田
中
で
も
批
判
さ
れ
る
忙
及
び
、
足
昔
に
一
不
し
た

如
く
園
織
が
「
泊
費
者
債
格
調
杢
」
金
官
会
臨
が
「
濁
身
者
家
計
調
査
」
J

と
一
言
う
、
家
計
調
査
と
は
別
個
な
も
の
、
或
は
家
計
調
夜
の

特
殊
在
も
の
を
え
ら
ん
で
、
家
計
調
査
に
封
し
依
然
と
し
て
輯
閥
的
な
態
度
を
不
し
亡
山
る
の
も
、
同
様
に
最
侭
生
計
費
算
定
の
基
礎

と
L
て
、
本
来
白
家
計
調
査
が
利
則
し
得
ら
れ
な
い
と
と
に
基
い
て
い
る
。
然
る
に
今
や
、
最
低
生
活
費
を
算
定
す
る
と
と
が
、
理
論

的
に
も
、
現
資
的
に
も
競
り
で
あ
る
以
上
、
か
か
渇
立
場
か
ら
す
る
家
計
調
査
白
不
信
、
ぬ
棄
は
、
設
な
き
と
と
で
あ
る
。

家
計
調
査
に
謝
す
る
不
信
D
仰
の
理
由
、
国
ち
そ
れ
が
勤
労
階
級
白
窮
迫
し
た
生
活
の
費
情
を
一
歪
曲
し
、
隠
蔽
し
て
い
る
と
言
う
と

と
に
鈎
し
て
は
、
疑
い
も
な
く
従
来
の
家
計
調
奈
の
甘
受
す
べ
き
も
由
で
あ
る
。
然
し
そ
れ
は
、
決
し

τ家
計
調
布
そ
の
も
の
を
否
定

す
る
理
由
で
は
な
い
。
出
家
計
調
容
は
、
経
棒
循
環
白
そ
れ
ぞ
れ
白
段
階
に
烏
い
て
、
新
し
い
形
式
と
内
容
と
を
持
た
ね
ば
友
ら
ぬ
し
、

又

持

ち

得

る

も

白

で

あ

る

。

色

そ
の
要
求
し
て
い
る
五
、
二

C
O囲
ベ

1
ス
に
絶
封
的
な
閥
心
を
示
す
の
は
、

家
計
開
君
詰
問
静
〔
下
}

日
常
の
生
活
、
家
庭
に
於
け
る
経
済

勤
労
階
級
が
、

第
六
十
三
巻

事

、

競

主

ヨq



家
計
調
査
の
諸
問
』
伊
門
下
)

第
六
十
一
一
一
審

ムノ、

第
一
、
ニ
漉

六

生
活
そ
の
も
白
の
経
験
陀
よ
古
て
で
あ
る
。
二
-
五
人
世
帯
に
沿
い
て
、
五
、
二

O
O固
の
収
入
が
保
可
候
な
最
少
限
、
否
最
少
限
そ

の
も
の
に
も
濯
し
左
い
と
言
う
と
と
を
身
を
も
っ
て
慢
腕
し

τ
い
る
と
と
が
、
‘
要
求
の
地
点
ι友
ヲ
て
い
)
白
の
で
あ
る
。
絶
っ
て
賃
金

問
題
に
、
最
も
弧
い
裏
付
け
を
提
供
す
る
も
白
は
、
現
賓
の
勘
努
者
家
計
の
窮
地
.
抽
出
乱
心
事
官
、
日
々
鮮
験
し
て
い
る
深
刻
な
苦
悩
ー

以
外
に
は
た
い
。
こ
れ
は
家
庭
縦
横
の
窮
迫
を
各
一
附
に
亙
っ
て
深
刻
に
一
万
す
家
計
調
煮
以
外
に
、
明
ら
か
に
し
得
ざ
る
も
白
で
あ
り
、

庚
汎
な
7
w
a
F
I
F
を
合
む
家
計
調
蒼
白
組
織
、
貧
窮
家
計
の
深
刻
友
表
章
以
外
に
は
な
い
の
で
あ
る
。

最
低
丑
活
費
、
最
低
賃
金
む
問
題
は
、
き
わ
め

τば
ば
D
あ
る
も
の
と
し
て
、
量
的
な
算
定
に
か
か
わ
り
左
く
‘
所
有
関
係
D
合
理

的
解
決
白
進
程
に
お
い
て
、
伸
縮
す
る
動
的
大
い
さ
で
あ
り
、
従
G
て
現
想
計
算
U
現
論
牛
計
費
は
現
在
巴
賃
金
問
題
に
劃
し
消
極
的

友
意
味
し
か
持
た
な
い
も
の
で
あ
る
。
た
だ
現
賛
計
算
H
家
計
調
査
の
み
が
、
動
勢
階
級
D
生
活
窮
迫
、
そ
の
推
移
主
明
瞭
に
一
万
す
も

創
意

E
は
た
ら
か
し
て
設
展
せ
し
凶
ら
る
べ
吉
も
白
で
一
あ
ろ
う
。

の
と
し
て
極
め
て
積
極
的
な
彼
割
を
も
ち
、

t 

五

エ

V
グ
F
の
批
判
的
克
服

家
計
の
現
資
計
算
と
理
想
計
算
と
を
膿
系
的
に
問
題
と
し
た
の
は
、
一
一
百
う
起
も
た
〈
z
y
ゲ
ル
で
あ
弘
司
従
円

J

て
彼
の
慨
系
白
中
で

雨
者
は
如
何
な
る
志
殺
を
も
ち
、
如
何
な
る
闘
係
を
も
っ

τい
る
か
を
明
A
一
か
忙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
節
に
述
パ
た
己
と
在
、
よ

り
明
瞭
に
確
認
す
る
と
と
が
出
来
る
。
そ
れ
は
旦
ン
ヂ
ル
を
批
制
的
に
克
服
す

Z
と
と
と
も
な
る
の
で
あ
る
。

雪

エ
Y
ゲ
ル
は
そ
り
最
終
回
著
「
ベ
ル
ギ
ー
勢
働
者
家
族
の
生
活
費
」
の
序
文
忙
於
い
士
、
決
む
如
〈
彼
白
盟
論
的
立
場
主
欄
間
潔
忙
表

明
し
て
い
る
。

「
経
糖
阜
市
W

教
科
と
統
計
の
部
門
と
が
幾
多
あ
る
中
で
、

人
聞
の
消
費
白
敬
和
、

部
門
が
最
も
完
全
に
議
謹
せ
し
め
ら
れ
る
に
佑
す



る
も
白
で
あ
る
の
に
、

現
在
非
常
に
み
す
ぼ
ら
L
い
殺
遠
山
肌
態
に
あ
る
。
消
品
質
の
研
究
が
最
も
完
全
に
発
達
せ
し
め
ち
れ
る
に
値
ず
る

人
聞
の
た
す
一
切
が
消
費
の
た
め
忙
行
わ
れ
、
そ
じ
て
治
品
質
の
親
知
む
下
忙
奔
し
件
ら
れ
る
か

ιだ
。
精

も
の
だ
と
、
主
張
す
る
白
は
、

紳
の
最
も
精
妙
な
労
作
も
、
猿
性
白
最
も
崇
高
な
興
憤
も
、

そ
の
例
外
を
な
す
も
の
で
は
な
い
。
:
-
-

人
間
の
費
用
債
依
が
消
費
と
同
隔
も
緊
密
に
関
聯
し
て
い
る
よ
う
に
、
労
働
の
債
格
も
叉
消
費
と
同
じ
開
醐
仰
を
も
っ
て
居
り
、
喜
ち
に

生
産
自
大
さ
と
、
そ
し
て
よ
り
遠
い
結
果
に
於

τは
人
聞
の
牧
益
侭
値
と
も
又
、
消
費
の
大
い
さ
虻
依
存
し
て
い
る
。
」

こ
白
中
に
彼
自
衣
場
は
極
め
て
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
。
資
本
主
義
的
批
舎
が
周
期
的
恐
慌
を
経
験
し
、
そ
れ
が
規
則
正
し
く
襲
来

す
る
過
剰
生
産
恐
怖
、
し
か
も
一
八
二
瓦
年
以
来
肘
界
的
規
模
を
も
つ
に
至
る
と
共
陀
、
か
の
ス
ミ
ス
の
「
設
定
調
和
」
と
言
う
根
本

前
提
が
崩
壊
し
、
既
に
セ
イ
、

シ
ス
モ
ン
ヂ
ー
に
上
っ
て
展
開
さ
れ
た
販
路
日
消
費
の
問
姻
が
、
絞
端
的
思
θ
主
要
怠
課
題
と
し
て
提
起

さ
れ

τ来
た
と
と
を
反
映
し
て
「
沿
費
す
る
個
人
」
を
中
心
と
す
る
立
場
を
と
り
、
近
代
経
梼
同
地
干
の
揺
箆
明
.
に
於
け
る
刻
印
を
掻
く
h
M

び
て
い
る
。
と
白
立
場
は
彼
の
理
論
を
終
始
一
貫
、
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

e
と
白
立
場
の
よ
に
、
彼
白
金
理
論
慨
系
が
、
償
位
論
よ
り
経
梼
構
造
論
、

政
策
論
に
至
る
誼
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
慣
伎
と
は
枇
舎
が
特
定
の
目
的
を
岡
慮
し
、
一
定
時
に
於
い
て
且
つ
一
定
場
域
に
於
い

て
m

特
定
白
濁
象
に
附
す
る
重
要
性
で
あ
る
。
枇
合
同
時
慣
伎
は
耐
用
性
と
欲
望
に
基
〈
。
欲
望
が
存
在
せ
ね
ば
、
ま
だ
ま
だ
充
分
使
用

彼
は
償
債
を
弐
の
如
く
規
定
し
て
い
削
る
。

に
耐
乏
る
鈎
象
も
何
白
慣
値
を
も
持
た
な
い
。
そ
し

τ耐
用
性
が
な
け
れ
ば
、
従
っ
て
何
の
彼
に
も
立
た
ね
封
象
は
、

恐
ら
く
必
要
品

た
ら
歩
、
毛
し
て
枇
合
的
償
値
主
持
た
ぬ
だ
ろ
う
。

粧
品
問
的
倶
値
白
河
内
に
於
て
、
封
象
は
使
泊
慣
値
と
交
換
慣
値
と
白
特
性

E
、
し
か
も
同
時
に
も
つ
。
前
者
は
使
悶
能
性
に
基
き
、

後
者
は
交
換
能
性
に
基
〈
。
尤
も
と
白
交
換
能
性
は
言
葉
白
上
り
限
界
な
え
養
に
於
て
は
同
様
に
使
用
能
怜
、
す
友
は
ち
他
D
債
依
劉

家
計
調
空
白
諸
問
題
(
下
)

第
六
十
一
二
審

= 
七

事
一
、
二
競

七



家
計
調
査
の
諸
問
題
(
下
)

第
占
八
十
三
巻

= 
，'-. 

第
一
、
ニ
腕

= 
八

象
主
交
換
し
て
得
る
た
め
白
耐
用
性
に
外

kι
ね
の
で
あ
Z
が。」

ζ

の
-
交
換
債
値
白
量
的
規
定
を
興
え
る
も
の
は
、
「
獲
得
又
は
費
用
慣
値
と
呼
ば
る
べ
き
債
依

ε同
一
で
あ
る
。
L

他
の
所
で
は
交
換

慣
伯
で
は
な
く
債
依
白
量
的
規
定
と
し
て
、
郎
ち
「
倒
値
の
量
定
の
た
め
の
唯
一
の
陛
貨
危
尺
度
を
形
づ
く
る
も
白
は
、
侭
値
を
生
づ

る
た
め
に
得
さ
れ
ね
ば
な
ら
白
役
務
の
費
用
、
互
は
償
値
訣
定
が
問
題
と
在
っ
て
い
る
と
と
ろ
白
劉
象
を
再
生
産
す
る
た
め
充
笛
さ
れ

な
け
れ
ば
む
ら
左
か
っ
た
費
用
で
あ
る
。
」
他
方
「
一
定
事
情
の
下
で
は
、
交
換
債
値
は
「
状
袋
慣
伐
に
よ
ワ
て
支
配
苫
れ
る
。
」

明
ら
か
に
極
め
て
混
乱
し
た
諸
債
値
白
闘
係
を
、
彼
は
決
の
言
葉
で
説
明
し
て
い
る
。

「
と
ん
な
ふ
う
に
四
穫
の
呉
れ
る
償
値
は
絶

(
主
す
錯
綜
す
る
む
で
あ
る
が
、

そ
れ

ιは
成
立
白
時
か

ι宥
う
と
、
費
用
慣
抽
出
、

使
用
慣
値
、
牧
盆
慣
値
、
交
換
債
値
白
順
序
に
在
る

の
で
あ
る
。
」

と
白
混
乱
し
た
慣
値
論
の
上
に
「
人
聞
の
悦
依
」
が
考
察
さ
れ
る
。
「
人
間
白
自
然
的
素
質
と
獲
得
さ
れ
た
能
力
と
は
、
そ
れ
ら
が

所
得
の
源
泉
主
形
成
す
る
や
否
平
、
資
本
で
あ
り
、
従
っ
て
特
定
且
ヲ
計
算
可
能
の
債
依
を
表
示
す
る
と
一
一
一
円
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
か
ち
、

少
し
も
新
し
い
こ
と
で
は
た
い
。
吾
々
自
身
も
約
三
十
年
と
白
か
た
、
こ
白
見
解
が
広
認
さ
れ
る
よ
う
に
務
め
て
来
た
。
不
動
産
及
び

動
産
に
投
下
さ
れ
た
資
本
止
、
ぞ
れ
と
遣
っ
た
あ
の
人
間
資
本
と
白
問
に
於
け
る
重
大
な
る
差
異
に
向
。
て
注
意
し
て
来
た
」

勤
努
階
級
に
つ
い
て
言
え
ば
、
と
D

「
人
間
白
償
値
」
は
「
努
働
の
自
己
費
用
」
で
あ
り
、
と
れ
は
「
労
働
の
債
格
」
を
規
定
す
る
。

郎
ち
「
労
働
の
費
用
償
値
」
は
抽
象
的
に
は
「
第
働
由
牧
錠
償
値
」

U
賃
金
と
同
一
で
あ
る
。
賃
金
は
勤
労
階
紋
の
生
活
を
支
え
、
そ
一

(
 

れ
は
家
庭

K
於
い
て
消
費
さ
れ
る
。
家
庭
経
済
忙
於
い
て
、
貨
幣
か
ら
陶
品
え
の
運
動
を
通
じ
て
、
債
値
代
置
白
み
で
左
く
、
素
材
的

忙
目
見
た
抵
合
的
生
産
物
の
消
費
が
賢
現
さ
れ
る
。
そ
白
消
費
は
使
用
慣
値
を
具
に
す
る
種
々
の
「
職
業
部
門
L

の
生
産
物
、
種
々
の
「
役

務
」
に
封
し
て
た
さ
れ
る
。
習
勤
労
階
級
を
も
含
め
た
全
開
民
白
家
庭
消
費
か
ら
「
消
費
の
中
放
が
客
観
的
に
推
計
さ
れ
る
。
L

と
の
消
費



中
教
に
全
人
口
を
乗
づ
る
と
と
に

Z
り
、
一
閣
の

E
常
消
費
の
総
額
を
、
職
業
部
門
別
化
算
出
す
る
と
と
が
問
来
る
か

「
ひ
と
は
生
産
さ
れ
る
よ
り
も
多
〈
の
も
の
を
消
費
し
得
左
い
。
従
っ
て
消
費
の
大
い
さ
は
、
生
産
の
最
小
限
を
示
す
」
と
の
場
合

「
生
産
な
る
諦
は
、
労
働
者
の
手
か
色
出
て
来
る
生
産
物
白
金
債
値
E
ば
、
会
営
業
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
は
長
ま
た
個
々
白
勢
働
者
の

で
あ
る
に
せ
よ
、
生
産
の
大
い
さ
と
呼
ぶ
べ
き
だ
と
言
う
意
味
に
之
を
解
し

τ在
ら
な
い
と
と
は
言
う
を
ま
も
凡
ね
。
生
産
な
る
組
問
に
よ

っ
て
と
と
で
は
、
者
本
、
知
能
、
労
働
の
結
合
に
よ
っ
て
特
定
白
原
料
、
半
製
品
、
完
成
口
問
比
附
加
さ
れ
た
慣
伎
が
現
解
せ

ιれ
る
司
」

生
産
主
新
し
く
附
加
さ
れ
た
慣
値
と
理
解
す
る
左
ら
、
そ
れ
は
全
園
民
の
所
得
と
等
し
く
友
け
れ
ば
左
ら
ね
。
(
勿
蘭
乙
れ
は
車
純
再
生
産

の
揚
令
に
つ
い
て
の
み
官
い
う
る
正
乙
ろ
で
あ
る
)
従
っ
て
「
明
円
口
か
に
一
園
民
の
又
は
比
較
的
大
き
い
園
民
階
級
の
牧
入
の
合
計
は
生
産
在
、

と
れ
に
反
し
て
支

mD合
計
は
消
費
を
あ
ら
は

T
。
」
と
と
ろ
で
費
用
償
伎
と
牧
益
債
値
と
が
等
し
い
の
で
あ
る
か
ら
「
各
個
々
人
白
生

産
量
は
少
く
と
も
消
費
に
等
し
く
、
従
円

Jτ
ま
た
消
費
の
童
忙
生
産
者
の
数
を
衆
づ
れ
ば
、
生
産
の
最
中

J

限
が
出
て
古
都
る
筈
だ
。
」

問
題
は
止
り
詳
細
巴
展
開
さ
れ
、
家
庭
消
費
白
各
項
目
に
従
っ
て
、
(
生
産
部
門
も
分
類
さ
れ
る
。
即
ち
飲
食
物
、
衣
服
、
住
居
、
燃
・

公
的
保
安
‘
保
健
衛
生
、
人
的
彼
務
と
言
う
分
類
に
大
別
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
「
織
物
業
を
特
化
あ
げ

料
及
燈
米
、
精
神
的
教
養
、

て
な
い
と
同
様
に
、
農
業
も
特
忙
あ
げ
ら
れ
て
い
左
い
。
後
者
は
主
と
し
て
飲
食
物
調
達
の
目
的
を
迫
求
し
、
前
者
は
被
服
白
目
的
と

一
部
分
は
偽
居
白
裳
備
具
そ
の
他
白
目
的
を
屯
求
す
る
。
商
業
と
交
通
業
は
、
調
立
の
部
門
と
し
て
は
全
然
影
を
ひ
そ
め
る
。
と
言
う

白
は
そ
れ
は
決
し
て
自
己
目
的
、
最
終
目
的
で
は
な
い
か
ら
、
人
が
一
地
方
か
ら
他
地
方
に
混
撤
す
る
財
貨
は
、
飲
食
物
、
被
服
、
住

居
等
々
の
材
料
か
、
又
は
同
一
目
的
D
た
め
の
宇
成
品
又
は
完
成
品
か
で
あ
る
。
族
行
す
る
人
聞
は
、
事
業
白
た
め
か
、
慰
安
D
た
め

か
に
放
行
す
る
。
し
か
し
彼
等
白
事
業
は
さ
き
ピ
掲
げ
た
消
費
の
持
部
門
の
い
づ
れ
か
に
関
係
す
る
ほ
か
な
い
し
、
慰
安
の
た
め
に
放

彼
等
は
そ
の
場
令
に
は
休
養
白
目
的
を
限
中
に
置
い

τい
る
・
:
非
常
に
巌
特
た
分
析
の
場
合
に
は
、
用
器
、
道
具
、
機

仔
す
れ
ば
、家

計
調
査
の
諮
問
題
(
下
)

第
六
十
コ
一
巻

コ

ブL

第
一
、
ニ
競

プ¥'，

マ，



家
計
調
査
の
諸
問
題
(
下
)

第
六
十
一
一
一
巻

四
O 

-

第
一
、
一
一
一
揖
四
O

/ 

理
一
主
さ
え
も
が
徐
計
だ
。
何
故
な
れ
ば
努
働
は
?
と
も
麿
倒
的
多
数
D
場
合
に
な
い
工
ベ

同
様
に
自
己
目
的
で
は
な
く
、

目
的

の
た
め
の
車
な
る
手
段
で
あ
る
か
ら
。
」

が
〈
じ
て
生
産
部
門
を
ト
一
記
の
部
門
別
に
分
類
し
、

F

と
れ
に
劃
し
て
杢
閤
民
を
労
働
種
別
に
従
っ
て
配
分
し
た
夫
々
の
割
合
が
、
消

費
中
数
の
各
項
目
釘
令
と
劉
比
古
れ
る
。
阪
陀
新
し

f
附
加
さ
れ
た
償
値
D
問
問
か
ザ
、
一
是
飛
び
に
金
生
産
部
門
θ
問
題
に
飛
躍
し

て
い
る
。

と
れ
は
夏
ら
忙
、
消
費
ゆ
数
陀
金
問
民
を
乗
じ
だ
網
抽
出
費
額
と
、
他
の
統
計
よ
り
得
ら
れ
た
総
消
費
額
の
問
題
と
し
宍
副
ち
消
費

資
料
生
産
部
門
に
限
定
さ
れ
た
問
題
を
全
産
業
部
門
に
故
在
く
旗
大
苫
れ
た
も
白
と
し
て
技
起
苫
れ
る
。

一
エ
ン
グ
ル
は
か
〈

L
て
、
家
庭
粧
晴
樹
白
中
に
自
己
を
顛
現
し
て
い
る
「
個
人
目
自
由
意
志
」
白
松
山
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
消
費
各

項
目
費
の
量
的
割
合
が
、
直
ち
忙
一
枇
合
的
養
本
白
配
分
、
従
っ
て
叉
産
業
構
池
主
規
定
す
る
も
白
で
あ
る
と
と
を
逃
べ
て
い
る
の
で
あ

る
と
れ
は
彼
の
弐
白
一
言
葉
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。

一
時
園
民
主
襲
う
て
来
る
恐
慌
と
不
景
気
の
性
格
が

5
1調
〈
説
明
さ
れ
る
。
現
在
か
よ
う

k
d業
的

そ
白
行
列
を
供
し
て
居
り
、
そ
れ
は
商
業
的
世
界
を
通
じ
て
そ
の
訂
進
を
ヨ
づ
け
、
そ
の
影
響
は
そ
の
成
立
場
所
か

ι、

透
か
離
れ
た
と
と
ろ
で
も
友
治
感
ぜ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
べ
て
の
か
よ
う
友
恐
慌
由
民
賓
の
根
擦
は
、
投
機
の
温
度
白
刺
戟
か

ι盈

し

τ、
生
産
と
消
費
井
一
の
間
に
於
け
る
均
衡
が
、
或
は
長
期
間
或
は
短
期
間
に
瓦
っ
て
掩
乱
さ
れ
る
一
と
と
に
存

L
て
い
る
。
と
れ
に
関

聯
し
で
吾
々
が
一
八
五
五
年
四
月
一
日
に
書
い
た
と
と
は
、
今
日
な
苧
全
然
文
字
通
り
岡
県
貨
で
あ
る
。
骨
骨
ん
V

恥
股
が
工
業
及
商
業
政

「
人
聞
の
欲
望
の
順
位
か
ら
、

コ
ν
ラ
が
、

策
白
並
に
人
口
政
策
も
の
忠
安
在
相
談
相
手
で
あ
る
と
一
言
う
と
と
が
詮
明
さ
れ
℃
い
る
。
」



以
上
の
理
論
に
基
い
て
ご
闘
を
最
大
白
一
同
祉
忙
到
淫
せ
し
む
る
に
足
る
も
の
は
、
唯
生
産
物
化
む
け
る
均
務
、

し
か
も
消
費
白
中

「
人
口
政
策
は
少
く
と
も
間
接
的
陀
、
個
々
白
消
費
円
的
自
聞
に
可
除
分
的
比
率

に
準
い
い
て
生
産
的
諮
力
主
増
加
す
る
よ
う
に
向
け
ら
れ
ね
ば
在
ら
ぬ
。
」

こ
〆
れ
が
「
消
費
す
る
例
人
」
白
立
場
よ
り
す
る
ヱ
ン
ダ
ル
の
慨
系
白
概
観
で
あ
る
。
か
か
る
時
系
の
中
で
、
家
計
調
査
に
よ
る
現
世
一

計
算
と
、
理
組
計
算
と
は
如
何
な
る
地
位
に
あ
り
、
如
何
な
る
開
係
に
立
り
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
ー

「
人
聞
の
費
別
償
値
」
「
持
働
白
自
己
費
出
」
を
理
論
的
に
算
定
す
る
も
白
と
し
て
寸
理
怨
計
算
」
が
る
り
「
消
費
の
中
敬
」
一
E
確
定

す
る
推
算
材
料
と
し
て
寸
現
資
計
算
」
が
あ
る
。
し
か
も
迎
論
的
に
は
「
労
働
の
自
己
費
用
」
は
「
労
働
白
僧
格
」
た
る
努
銀
比
一
致

す
べ
き
も
の
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
。
縫
う
て
現
質
計
算
に
よ
う
て
推
算
さ
れ
た
「
消
費
の
中
教
」
は
極
め
て
盟
論
的
在
性
格
を
強

¥
〈
も
ワ
べ
き
も
の
で
あ
り
、
世
同
然
「
正
常
消
費
L

と
し
て
担
論
的
に
確
定
苫
る
べ
き
も
白
で
あ
る
。
そ
れ
は
り
し
ろ
盟
組
計
算
に
上
る

勢
貨
の
理
想
的
な
消
費
構
成
で
あ
る
べ
き
も
白
で
あ
る
。
現
資
計
算
は
と
の
揚
八
円
尺
現
恕
計
算
の
基
礎
の
上
に
、
利
則
さ
れ
た
材
料
た

る
に
す
き
友
い
。
明

ιか
陀
「
人
間
D
費
肘
慣
値
し
と

4
労
働
心
慣
格
」
「
消
費
の
中
放
し
「
経
祷
構
遁
」
の
織
起
附
な
経
済
皐
的
友
範
/

鴎
は
、
営
然
理
論
的
左
↓
貫
性
主
持
。
べ
き
で
あ

b
、
消
費
の
中
数
が
家
計
調
査
の
結
果
よ
り
得
忘
れ
た
か
の
如
く
見
え
る
に
拘
わ
ら

示
、
事
費
は
消
費
の
中
放
も
、
労
働
白
債
格
と
同
じ
く
理
想
計
算
に
よ
っ
て
規
定
さ
る
べ
・
き
も
の
を
の
で
あ
る
。

と
白
彼
白
理
論
的
特
系
白
中
陀
は
、
現
資
計
算
と
理
想
計
算
と
白
混
同
が
見
ら
れ
る
が
、
後
者
が
規
定
的
在
も
白
で
あ
る
と
と
は
、

現
資
計
算
に
関
聯
し
て
は
、
生
産
と
消
費
と
D
矛
盾
、
恐
慌
の
問
題
が
提
起
さ
れ
、
理
想
計
算
と
結
び
つ
い
て
は
、
経
祷
棒
迭
の
合
理

的
編
成
、
者
本
主
義
D
均
衡
が
前
回
に
提
起
さ
れ
、
し
か
も
彼
の
理
論
的
酬
明
系
が
、
決
し
て
者
本
主
義
枇
合
白
不
均
衡
、
恐
怖
を
本
質

的
な
も
白
と
し
て
問
題
と
し
な
い
で
、
セ
イ
的
危
生
産
は
畑
費
で
あ
る
と
言
う
前
提
に
た
ち
た
が
ち
、
部
分
的
な
不
均
衡
を
認
め
て
い

敢
に
最
も
土
〈
遁
際
レ
た
均
斉
あ
る
白
み
で
あ
り
」

家
間
調
査
の
諸
問
題
(
下
V

第
六
十
三
巻

四

第
一
、
ニ
揖

回



家
計
調
査
の
諸
問
題
(
下
)

、
第
宍
十
三
品
世

四

第
一
、
ニ
銃

時

逆
に
そ
の
調
和
、
組
織
性
を
本
質
的
な
も
白
と
し
て
認
め
て
い
た
と
言
う
と
と
に
照
ら
し
て
、
、
疑
う
と
と
は
出
来
な
い
。

事
費
寸
消
費
の
中
数
」
は
現
貫
計
算
を
素
材
と
し
て
推
計
さ
れ

τ
ぃ
τも
、
中
数
以
上
り
家
計
は
奈
修
牢
一
不
し
、
以
下
白
も
の
は
窮
乏

を
一
不
す
も
D
と
し
て
D
標
準
的
な
家
計
主
意
味
す
る
も
白
で
あ
り
、
車
な
る
平
均
で
も
、
最
も
度
放
の
多
い
家
計
で
も
友
い
、
理
論
的

た
と
は
言
え
、

な
規
定
を
受
け
る
べ
き
も
白
で
あ
る
。

か
く
、
白
如
く
理
想
計
算
は
、
彼
の
経
梼
剛
晴
子
現
論
の
憶
系
に
於
け
る
不
可
棋
の
、
理
論
的
一
環
で
あ
る
。
他
方
現
費
計
算
白
地
位
は
、

如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
九

と
れ
は
銃
に
示
し
た
如
く
「
泊
費
中
数
L

の
推
算
白
一
応
の
素
材
と
し
て
取
扱
は
料
、
且
つ
消
費
と
生
産
と
の
部
分
的
不
均
衡
白
問

題
に
は
、
直
接
D
閥
係
を
も
っ
て
い
る
。
「
消
費
の
大
い
さ
は
、
生
産
の
最
少
限
を
決
定
す
る
」
と
一
言
う
彼
の
理
論
に
基
い

τ‘
経
樟

循

環

。

現

象

的

在

運

動

に

関

係

す

る

も

の

と

し

て

取

り

上

げ

ら

れ

て

い

る

。

、

‘

然
る
に
他
方
、
と
の
現
資
計
算
は
、
ヱ
ン
グ
ル
の
名
に
最
も
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
と
と
石
の
家
計
分
析
'
と
し
て
、
家
族
阿
祉
、
勤

勢
階
級
の
開
制
白
測
定
の
基
本
的
友
問
題
と
し
亡
中
心
的
在
地
位
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
主
と
じ
て
勤
勢
階
級
、
被
救
岨

民
ー
ー
ー
閤
家
及
び
公
犬
圏
躍
の
補
助
に
よ
っ
て
生
在
日
友
い
で
い

Z
I
-
-窮
乏
の
深
さ
と
司
推
移
、
或
仕
間
接
税
等
比
上
る
牧
翠
白
問

題
を
中
軸
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。

皐
に
支
出
の
み
で
は
な
い
。
枚
入
白
聞
に
於
て
は
、
労
賃
の
現
質
的
な
高
吉
た
る
|
|
そ
れ
は
極
度
に
値
切
り
倒
甚
れ
て
い
る

i
l

取
入
、
支
出
白
面
K
於
て
は
予
公
共
闘
岡
田
等
白
補
助
、
赤
字
を
中
心
と
し
て
、
彼
の
現
資
計
算
は
屡
関
さ
れ
て
い
る
。

か
く
し
て
彼
の
理
論
的
左
惜
系
は
、

二
節
白
糸
を
も
っ
て
貫
泊
か
れ
て
い
る
。

計
算
白
赫
は
「
人
間
D
慣
値
」
「
勢
働
の
自
己
費
用
」
「
労
働
の
合
理
的
危
慣
格
L

「
理
想
的
な
消
費
中
教
」
「
と
れ
に
艶
臆
す
る
産
業
構

一
つ
は
理
想
計
算
、

他
は
現
資
計
算
で
あ
る
。

理
想



法
」
即
ち
組
織
さ
れ
た
者
本
主
義
の
金
構
闘
で
あ
り
、

現
資
計
算
の
線
は
「
人
聞
の
債
値
」
「
労
働
D
自
己
費
用
」
「
賀
際
の
努
賃
」
「
現

賢
の
家
計
白
平
均
的
友
消
費
棒
成
」
「
現
賓
の
産
業
構
法
」
「
偶
然
的
、
一
時
的
、
部
分
的
恐
慌
」
の
杢
構
図
で
あ
る
。

と
め
二
つ
の
糠
の
う
ち
、
規
定
的
た
も
の
は
理
想
計
算
で
あ
る
。
と
れ
は
彼
が
講
一
型
社
曾
主
義
者
と
し
て
、
階
級
劃
立
を
脊
本
主
義

恐
慌
を
資
本
主
義
経
祷
の
本
質
的
法
運
動
法
則
と
見

一
般
曾
白
木
質
的
関
係
と
見
注
い
で
、
階
級
調
和
を
本
質
的
危
も
白
ど
見
た
己
と
、

を
い
で
、
調
和
、
組
織
刊
こ
そ
本
質
的
な
も
む
で
あ
り
、
恐
慌
は
部
分
的
、

級
的
な
も
の
で
あ
り
、
個
人
の
縞
制
、
家
族
の
同
紙
、
勤
労
階
級
四
一
一
附
靴
、
そ
し
て
最
後
に
園
民
の
棺
枇
を
増
進
せ
し
れ
古
る
枇
合
経
済

政
策
の
主
閥
的
方
で
一
あ
る
と
見
た
と
と
の
必
然
的
危
諭
盟
で
あ
る
。
先
陀
示
し
た
ニ
ワ
の
般
の
分
岐
黙
は
「
勢
働
の
合
盟
的
慣
格
」
と

「
労
働
白
現
貨
の
債
格
U

賃
際
白
勢
賃
L

で
あ
る
が
、
と
れ
は
努
働
階
級
自
身
も
、
自
分
の
教
育
投
相
等
に
前
貸
警
本
主
投
品
y
る
-
資
本

家
で
あ
り
、
彼
を
原
備
す
る
費
本
出
家
と
同
一
の
地
盤
D
上
に
、
-
資
本
家
が
固
定
資
本
の
錆
却
を
な
す
と
.
同
様
の
配
肢
を
実
現
金
じ
む
る

一
時
的
危
も
の
で
あ
る
と
見
た
と
と
、
園
家
権
力
は
超
階

と
と
忙
よ
り
て
そ
の
分
岐
は
排
除
さ
れ
る
。
そ
白
最
終
鮪
も
園
家
政
策
白
合
理
的
運
営
に
よ
っ
て
一
致
す
る
。
か
く
し
て
二
つ
の
棋
は
、

理
想
計
算
を
軸
と
す
る
構
闘
に
一
致
す
べ
き
も
四
で
あ
る
o

y
 

エ
ン
ヂ
ル
の
講
壇
枇
品
問
主
義
者
と
し

τ白
世
界
観
に
規
定
さ
れ
た
現
論
閥
系
の
中
で
、
迎
想
計
算
と
そ
規
定
的
を
も
の
で
あ
る
と
と
、

家
計
白
現
資
計
算
に
ニ
つ
白
契
機
が
あ
り
、
一
つ
は
家
庭
粧
梼
在
一
位
曾
経
梼
の
結
節
と
見
倣
す
側
面
で
あ
り
、
他
は
と
れ
を
私
粧
梼
的

車
位
占
し
て
分
析
す
尋
側
面
で
あ
る
乙
と
、
然
し
て
理
想
計
算
と
、
家
庭
経
油
開
を
粧
品
開
経
務
の
結
節
と
到
解
す
る
場
合
の
立
場
は
、
-
資

本
主
義
枇
合
の
調
和
、
祉
幅
高
年
世
界
の
観
念
に
結
び
つ
き
、
家
庭
粧
梼
を
私
的
経
済
と
し
て
見
る
立
揚
は
、
動
勢
階
級
忙
封
す
る
同

情
に
結
び
つ
き
、
し
か
も
全
て
が
有
機
的
な
憾
系
を
な
し

τ
い
る
と
と
は
、
以
上
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
か
く
白
如
く
現
資
計

算
及
び
現
担
計
算
の
夫
々

D
側
商
が
、
彼
自
理
論
的
慌
系
に
劃
し
て
も
勺
意
義
、
関
係
は
多
種
多
様
で
あ
る
。
そ
し
て
明
ら
か
に
、
彼

家
計
開
査
的
諮
問
題
(
下
)

第
六
+
三
巻

四

部
一
、
ニ
躍

四



家
計
調
査
の
諸
問
題
(
下
)

第
六
十
三
巻

四
四

第
一
、
二
掛

四
回

の
家
計
調
査
に
於
け
る
諸
側
聞
白
う
ち
で
、
制
約
的
で
は
あ
る
が
、
最
も
積
極
的
な
側
面
は
、
聖
誕
附
級
に
劃
す
る
一
抹
θ
同
情
を
代

縛
し
て
居
る
。
家
計
分
析
白
私
絞
抑
的
側
閣
で
あ
る
。
彼
由
理
想
計
算
及
び
現
賀
計
算
の
他
の
側
面
が
、
治
極
的
で
あ
る
の
は
‘
彼
は

保
儒
的
危
粧
ι椀
理
論
に
、
よ
り
直
接
的
に
結
び
つ
い
て
賜
る
か
ら
に
外
た
ち
な
い
。

先
に
述
ぺ
た
彼
の
理
論
的
憾
釆
の
概
観
は
、
一
目
し
て
彼
が
、
ス
ミ
ス
の
弱
い
理
論
的
左
側
同
を
セ
イ
の
紘
に
そ
う
で
俗
流
的
に
後

展
せ
し
め
た
と
と
を
示
し
て
い
る
。
慣
値
論
に
於
け
る
債
値
と
使
凶
償
値
と
の
ぬ
同
、
交
換
倒
伎
の
瞬
昧
な
二
重
D
循
環
論
的
危
規
定
、

慣
値
形
態
白
快
除
そ
の
他
多
く
の
も
白
を
含
ん
で
い
る
o

i

内

、

生
産
費
白
概
念
も
、
何
方
的
ID
債
格
の
概
念
も
、
勢
働
者
一
か
資
本
家
と
し
て
、
前
貸
資
本
の
償
却
を
な
す
と
言
う
概
念
|
|
ス
ミ
句
ス
に

於
℃
は
技
術
w

教
育
等
が
不
礎
資
本
と
理
解
さ
れ
て
い
る
が
ー
ー
も
同
様
で
あ
る
。

以
上
の
う
ち
首
面
、
最
ゐ
関
心
の
も
た
れ
る
も
の
は
「
労
働
の
債
格
」
で
あ
る
。
勿
論
そ
れ
は
「
労
働
の
倶
格
」
が
債
値
白
規
定
に

於
い
て
、
躍
な
る
循
環
論
で
あ
る
と
背
う
瓢
で
は
な
く
「
労
働
の
償
格
」
の
量
的
算
定
に
閲
し
て
で
あ
る
。
と
れ
と
そ
理
想
計
算
引
理

論
生
計
費
の
直
器
関
係
し
た
も
む
で
あ
る
。
主
ン
ゲ
ル
が
「
労
働
の
慣
裕
」
を
規
史
す
る
「
労
働
む
自
己
費
用
」

1

人
聞
の
債
値
」
の

算
定
頃
日
は
銃
に
白
べ
た
が
、
彼
は
兵
倒
的
事
例
と
し
て
、
教
育
程
皮
を
異
に
す
る
三
暦
の
勤
努
階
級
白
費
用
計
算
を
行
っ
て
い
る
。

，

J
 

と
の
繁
鎖
た
計
算
は
、
女
了
の
費
用
債
格
計
算
K
於

τ、
年
少
期
K
於
け
る
家
事
手
俸
の
許
樹
、
近
所
由
手
体
等
ヰ
よ
る
駄
賃
稼
ぎ
を
・

如
何
に
評
慣
す
べ
き
か
を
論
歩
る
に
至
つ
一
1
、
極
限
に
諮
し
て
い
る
。

町
民
ら
に
重
要
な
の
は
「
治
費
す
る
仰
人
」
を
同
数
黙
と
し
「
消
費
の
中
数
L

と
産
業
構
誼
?
と

D
関
係
を
一
不
す
彼
自
後
キ
の
坦
論
で
あ

る
a

生
産
は
消
費
で
あ
る
と
一
一
円
ラ
、
セ
イ
的
立
場
か
ら
間
設
し
、

然
し
窃
局
的
に
は
、
全
て
由
治

セ
イ
の
生
産
H
治
費
は
、
家
計
忙
於
け
る
牧
入
リ
支
出
の
問
題

K
還

一
膝
生
産
的
泊
費
を
認
め
を
が

ι、

費
を
個
人
的
消
費
に
全

τ
也
生
席
を
個
人
的
生
産
に
、
従
っ
て



元
し
て
い
る
。
ヱ
ン

F
ル
の
最
も
大
き
な
遺
産
が
、
出
覗
麗
都
祷
の
凡
打
析
に
あ
る
と
と
は
言
う
迄
も
友
い
。
し
か
も
と
の
出
現
庭
鰹
祷
忙
於

て
己
そ
、
個
人
D
消
費
は
現
象

L
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
〈
し
て
「
消
費
す
る
個
人
」
を
川
護
黙
と
す
る
理
論
閥
系
は
、
ヱ
ン
ヂ
ル
忙

於
け
る
家
計
分
析
の
枇
合
経
梼
的
側
面
、
即
ち
出
家
庭
解
晴
樹
を
枇
曾
経
携
の
逆
な
意
味
に
と
ら
れ
た
結
節
と
す
る
分
析
に
直
接
オ
る
も
の

で
あ
る
。
と
の
蜘
に
於
て
も
、
エ
ン
ゲ
ル
は
ス
ミ
ス
白
溺
附
闘
に
し
が
み
う
い
て
い
る
。

ス
ミ
ス
の
叫
閥
系
の
中
に
も
・
消
費
の
問
題
は
強
く
提
起
さ
れ
で
い
た
。
「
籾
費
は
一
切
出
生
産
自
唯
一
の
目
標
で
あ
り
目
的
で
あ
る
e

f

生
産
者
の
利
毎
は
、
た
だ
消
費
者
。
利
益
者
増
準
す
る
に
必
要
左
範
囲
に
於
て
D
み
臨
慮
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
と
白
公
現
は
自
明
で

あ
り
、
政
て
設
明
を
必
要
と
し
た
い
」
(
閣
情
論
)
と
号
一
円
う
指
摘
を
あ
ぐ
る
迄
も
な
く
、
彼
D
理
論
的
慨
系
そ
の
も
の
の
中
に
、
消
費
の

問
題
の
特
殊
な
展
開
|
|
後
織
岩
、
暗
流
が
、
そ
の
後
執
拘
に
回
執
し
た
も
の
ー
ー
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
ス
ミ
ス
の
ド
グ
マ
と
言
わ
れ
て
い
る
、
位
曾
的
生
産
物
の
慣
偵
を
(

V

)

と
(

M

)

と
に
、
即
ち
所
得
に
分
解
せ
し
め
、
所
得
を

自
然
形
胞
に
於
け
る
消
費
者
料
と
同
一
蹴
す
る
と
と
る
の
、
彼
む
あ
や
ま
う
た
現
論
的
展
開
む
中
に
あ
る
。

と
の

(
V
+
M〉

C
ド
グ
マ
在
、
ス
ミ
ス
が
如
何
に
解
決
し
)
後
機
者
が
表
現
形
態
と
そ
呉
れ
、
乙
れ
に
如
何
に
し
が
み
う
い
た
か

は
、
詳
論
す
る
必
要
た
い
事
初
で
あ
る
が
、

z

y
ゲ
ん
も
そ
む
例
外
で
は
な
い
。
所
得
は
、
蓄
積
を
拾
品
謝
す
れ
ば
、
家
庭
経
済
に
於
て

の
み
運
動
す
る
J

即
ち
家
庭
に
於
て
個
人
的
に
治
資
さ
れ
る
。
と
れ
は
エ
シ
ヂ
ル
が
最
大
白
努
力
を
そ
モ
い
だ
、
家
計
分
析
に
直
接
闘

、

聯
す
る
問
題
と
な
る
と
と
位
、
極
め
て
明

ιか
で
あ
る
。

所
得
が
自
然
形
態
に
於
廿
る
泊
費
資
料
で
あ
る
と
一
育
う
ス
ミ
ス
以
来
の
ド
グ
マ
は
、
質
は
所
得
に
特
化
す
る
刷
曾
的
債
値
が
、
消
費

資
料
む
俄
値
に
等
し
い
と
言
う
と
と
、
印
ち
消
費
者
料
の
年
生
産
物
が
、
所
得
に
よ
っ
て
購
買
さ
れ
る
と
言
う
事
責
の
、
自
然
主
義
附

l
i

左
誤
解
に
某
い
て
い
索
。

家
計
開
畳
む
商
問
題
(
下
)

第
六
十
三
容

四
五

事
一
、
ニ
抗

四
宝玉

ーや



家
計
調
査
白
諸
問
題
(
下
)

第
引
パ
十
=
品
世

四
六

章
一
、
二
強

四
六

ヱ
ン
ヂ
ル
は
と
白
描
に
閥
し
、
第
一
に
所
得
に
分
解
さ
れ
る
憤
値
は
、
新
し
く
附
加
苫
れ
、

‘

h
ら
出
遊
し
て
い
る
。

生
産
さ
れ
る
債
値
で
あ
る
と
言
う
立
場

(
ス
ミ
λ

自
身
(
V
+
M
)
の
ド
グ
マ
か
ら
出
時
四
し
な
討
ち
、
後
欄
所
得
と
純
所
得
え
を
匝
別
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、

E
L
W
理
解

え
踊
っ
て
い
る
。
品
L
彼
は
再
担
、
安
本
部
分
在
所
得

5
7解
L
、
前
の
立
場
陀
謹
輔
し
た
こ

εは
、
周
知
の
ζ

、
と
で
あ
る
)
攻
に
彼
は
所
得
が
消
費
資

料
。
腕
買
忙
営
て
ら
れ
る
と
言
う
問
題
白
理
解
に
移
っ
て
い
る
。
ス
ミ
ス
に
於

τは
、
所
得
が
消
費
資
料
の
全
僚
値
と
変
換
さ
れ
る
と

言
う
と
と
か
ら
、
所
得
は
消
費
資
料
で
あ
る
と
言
う
結
論
を
導
い
た
D
で
あ
る
が
、
ヱ
ン
ゲ
ル
は
飽
く
迄
所
得
は
新
し
〈
附
加
さ
れ
た

償
低
で
あ
り
、
し
か
も
事
賃
上
所
得
は
消
費
資
料
の
購
買
に
ふ
り
む
け
ら
れ
る
以
上
、
生
産
諸
部
門
は
消
費
の
観
賄
よ
り
、
即
ち
消
費

者
料
生
産
諸
部
門
の
中
え
解
消
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
く

τ家
計
支
川
と
し

τ消
費
資
料
に
充
営
さ
れ
る
所
得
績
は
、
直
ち
に
消
費

費
料
、
生
産
手
段
由
純
生
産
額
を
規
定
す
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
は
何
時
の
ま
に
か
、
生
産
規
模
共
の
も
の
の
量
的
規
定
に
置
き
か
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
消
費
白
太
け
い
さ
は
、
生
産
自
最
少
隈
を
決
定
す
る
と
言
う
彼
の
公
準
は
、
か
く
し
て
何
時
の
ま
広
か
、
一
図
む
生

涛
胡
模
そ
の
も
白
の
問
題
に
特
化
し
、
し
か
も
Z

ン
ヂ
ん
は
と
れ
を
、
専
ら
泊
費
費
削
引
の
生
産
規
模
が
、
消
費
の
中
激
阻
止
つ
一
て
決
定

さ
れ
る
と
言
う
と
と
を
根
披
と
し
て
論
じ
、
か
く
し
て
他
白
人
と
同
じ
く
ス
ミ
ス
の
ド
グ
マ
に
終
局
的
民
主
も
一
蹄
っ
て
い
る
。

と
れ
が
エ
ン
ヂ
ル
白
経
祷
理
論
の
全
保
儒
性
で
あ
る
。
明
ら
か
に
こ
む
経
済
盟
論
の
依
儒
牲
に
直
接
結
wu
う
い
い

τい
る
と
と
る
白
、

理
恕
計
算
、
家
計
分
析
の
枇
曾
経
済
的
側
団
は
、
彼
白
依
儒
的
な
経
構
理
論
と
共
に
弛
棄
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
彼
の
一
詩
増
刷
品
問
主
義
者

、
ど
し
て
、
勤
労
階
級
に
封
ず
る
人
道
主
義
的
な
同
情
を
恭
礎
と
し

τ
い
，
る
家
計
分
析
の
私
経
梼
的
側
面
は
、
彼
の
珂
論
閥
系
か
ら
切
断

さ
れ
、
解
放
さ
れ
て
、
拾
い
出
書
れ
ね
ば
な
ら
ね
。

切
賢
に
提
起
さ
れ
て
い
る
賃
金
問
題
の
解
決
の
た
め
に
、
毒
さ
に
拾
て
去
る
べ
き
理
論
生
計

費
に
依
存
じ
、
渡
展
せ
し
む
べ
き
現
賀
計
算
H

家
計
調
査
を
拘
禁
せ
ん
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

然
る
に
勤
労
階
級
は
、

む
し
ろ
逆
に
、



六

結

論

「
代
数
息
ら
庇
火
陀
よ
っ
て
、
倫
理
事
と
政
治
皐
主
照
ら
さ
ん
」
と
し
た
コ
ン

F
ル

i
セ
ー
が
「
完
全
友
る
立
法
H
投
票
時
止
る
決
定

の
確
率
」
(
一
七
八
五
)
に
時

τ解
か
ん
と
じ
た
設
問
は
「
各
々
白
審
判
佐
封
し
、
又
各
々
の
審
判
4
4
に
謝
し
て
、

E
し
く
判
断
喜
れ
る

確
率
と
は
何
か
。
尉
合
が
不
安
な
く
任
せ
得
る
過
失
心
確
傘
と
は
何
か
」
と
言
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
内
と
札
に
潤
し
て
彼
は
、
寓
能
の

科
事
冒
と
も
云
う
べ
き
確
卒
論
の
援
助
に
よ
り
、
自
然
科
皐
的
左
精
密
さ
を
も
っ

τ、
祉
舎
が
閲
糊
n

幸
繭
の
域
に
到
達
す
べ
き
己
と
、

雪
い
か
え
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
縄
劉
王
制
の
崩
壊
を
結
論
し
、
且
つ
信
じ
て
疑
は
泣
か
り
た
。
と
白
塗
を
う
プ
ラ
1
ス
は
完
全
に
否
定
し

ー
た
け
れ
左
、
ケ
干

ν
ー
は
一
八
三
五
年
の
「
λ
聞
及
び
人
間
の
諸
能
力
の
務
違
に
つ
い
て
」
に
於
で
慨
系
づ
け
ら
れ
た
枇
曾
物
理
間
半
に

よ
っ
て
最
高
の
段
階
に
迄
高
め
た
の
で
あ
る
。

エ
ン
ヂ
ル
の
ヂ
モ
ロ
ギ
ー
が
、
ケ
ト
レ

1

0
枇
脅
物
理
撃
の
総
に
そ
い
、
ケ
ト
レ

l

k
興
え
ら
れ
た
一
方
自
批
判
、
即
ち
人
間
白
諸

行
免
白
中
に
、
自
然
併
閥
単
的
法
則
を
雷
同
凡
し
得
る
と
言
う
と
と
は
、
一
純
粋
現
吐
-
自
由
貿
志
の
所
有
者
売
る
人
聞
と
一
言
う
ド
イ
ツ
的
観

念
と
開
立
し
得
ざ
る
も
の
f
あ
る
と
な
す
此
引
に
謝
し
、
、
人
間
の
自
由
意
志
に
炉
っ
て
営
ま
れ

τ
い
る
家
庭
経
済
白
中
に
も
「
自
然
科

皐
的
な
法
則
の
存
在
す
る
と
と
主
譲
明
せ
ん
と
す
る
課
題
を
果
レ
た
も
の
と
そ
、
エ
ン
ヂ
ル
白
家
計
分
析
で
あ
っ
た
。

エ
Y
U
ク
ん
の
統
計
皐
に
射
す
る
態
度
が
、
ケ
ト
レ

I
的
態
度
の
纏
承
で
あ
っ
た
と
と
は
、
た
と
え
ケ
ト
レ

1
の
枇
合
物
理
由
宇
陀
見
ら

れ
る
川
あ
ま
り
に
も
白
然
科
用
車
的
危
機
械
諭
陀
割
し
、
若
干
の
批
判
的
態
度
を
示
し
て
い
る
井
一
は
一
言
え
、
彼
の
統
計
由
学
ば
封
ず
る
諸
労

作
が
と
れ
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
エ
ン
ヂ
ル
白
統
計
皐
に
謝
す
る
立
場
の
費
践
的
な
解
決
は
、
そ
の
家
計
分
析
に
興
え
ち
れ

τ
い
る
。

例
え
ば
「
貧
困
階
級
は
比
較
的
に
間
接
税
の
最
大
の
部
分
を
負
婚
す
る
と
言
う
見
解
が
、
蹄
納
の
方
法
で
敢
闘
学
的
に
設
明
さ
れ

τい

静
一
、
二
披

家
計
調
査
の
諮
問
題
(
下
)

第
六
十
三
巻

四
七

l回
寸コ



， 

家
計
調
主
の
諸
問
題
(
下
〉

四
八

事
一
、
ご
挽

第
六
十
=
一
巻

る
」
(
ザ
グ
セ
ン
主
固
に
於
け
命
生
産
H

消
費
事
情
)
と
か
、
そ
D
他
諸
所
に
彼
白
見
解
が
賢
践
的
に
披
涯
さ
れ
て
い
る
。

然
し
ケ
ト

ν
ー
に
鉛
し
て
な
さ
れ
た
他
の
批
判
、
卸
ち
そ
れ
ぬ
銑

ι早
〈
、

四
Jてら

セ
イ
(
「
経
済
皐
概
論
」
一
八
四
一
年
)
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ

「
人
生
に
現
わ
れ
て
凍
る
誇
現
象
を
記
述
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
と
ろ
白
統
計
皐
は
‘
原
因
結
果
の
詮
明
を
す
る
と
と
は
出
来
左
い
。
統

計
的
脊
料
は
、

あ
る
一

O
D
原
則
か

ι、
誠
料
的
に
導
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
由
経
済
皐
の
諸
命
題
に
劃
す
る
蹄
納
的
た
設
扇
素
材
に
す
ぎ

左
い
」

ξ
言
う
批
判
は
、
未
だ
Z

ン
リ
ケ
ル
に
於
て
資
践
的
に
反
批
判
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

f

Z

ン
ヂ
ル
が
セ
ペ
巴
批
判
に
劃
し
た
と
え
統
計
畢
に
網
目
の
存
在
理
由
主
認
め
た
と
し
て
も
、
そ
乱
伐
決
し
て
日
一
践
的
に
解
決
さ
れ

る
己
正
ゑ
〈
、
む
し
ろ
逆
に
、
彼
が
な
し
た
統
計
的
素
材
白
騒
伎
の
前
提
ピ
は
、
常
に
彼
の
世
界
観
、
経
梼
理
論
が
容
在
し
、
規
定
的

注
力
を
も
っ
て
い
た
と
と
は
否
定
す
べ
〈
も
な
い
。
し
か
も
皮
肉
な
亡
と
に
、
セ
イ
白
版
責
リ
購
買
論
・
生
産
リ
消
費
論
陀
規
定
さ
れ
て

い
る
。
家
計
分
析
と
産
業
構
造
と
を
結
び
つ
け
た
場
合
も
、
家
計
調
査
と
労
働
の
債
格
の
結
び
つ
き
の
場
合
も
、
そ
の
ど
と
を
示
し
て

い
る
。
郎
ち
前
者
作
つ
い
て
は
践
に
詳
論
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
後
者
白
場
合
も
、
家
計
調
査
に
於
け
る
子
女
の
生
活
費
、
教
育
、

陶
泊
費
を
、
扶
養
者
が
過
去
に
な
し
た
前
貸
資
本
の
岡
牧
部
分
と
な
す
盟
語
明
郎
ち
彼
の
人
間
に
劃
す
る
債
値
論
が
前
提
さ
れ
、
規
定

的
な
力
を
も
G
て
い
る
。
彼
の
世
界
観
、
経
梼
世
論
在
離
れ
て
、
如
何
左
る
統
計
的
素
材
の
楓
使
も
、
統
計
調
茶
も
、
現
質
的
に
は
問

題
と
ヨ
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

v

か
く
し
て
彼
白
「
民
盟
に
封
ず
る
何
者
を
も
恐
れ
由
不
屈
D
努
力
に
よ
っ
て
鼓
舞
さ
ー
れ
左
い
人
、
秩
序
と
勤
勉
と
が
そ
の
肉
と
な
り

血
と
な
う
て
い
友
い
へ
か
か
る
入
は
人
間
共
同
開
の
間
然
皐
K
迄
高
め
ら
れ
た
手
叶
即
時
干
の
勉
強
を
思
い
と
ま
ら
れ
る
が
よ
い
。
か
か

る
人
は
統
計
翠
白
役
に
立
た
づ
、
叉
統
計
皐
は
そ
ん
た
人
の
役
に
た
た
な
い
か
ら
」
と
悲
し
た
統
計
思
忙
劃
す
る
固
有
白
信
念
も
、
制

約
的

U
の
み
認
容
さ
れ
る
に
す
ぎ
た
い
と
と
は
明

ιか
で
あ
る
a

役
の
い
喝
わ
ゆ
る
虞
盟
ぞ
の
も
む
が
、
費
拡
阪
に
依
儒
的
に
規
定
さ
れ



た
員
制
だ
か
ら
で
あ
る
。

と
の
こ
と
は
、
前
節

ι於
け
る
Z

ン
ゲ
ル
の
家
計
分
析
の
批
判
的
ず
液
の
仕
方
佐
規
定
す
る
。
即
ち
エ

V
F
ル
白
統
計
撃
的
態
度
が

最
も
賓
践
的
忙
結
び
つ
い
て
い
る
む
は
、
出
家
計
調
査
H
分
析
で
あ
る
が
、
そ
の
申
で
特
に
彼
の
同
時
壇
枇
曾
主
義
者
と
し
て
も
つ
之
い
た

動
勢
階
般
に
劃
す
る
人
道
的
危
同
情
を
あ
ら
b
し
て
い
る
と
と
る
の
事
勤
労
階
級
の
窮
迫
牧
奪
及
び
そ
の
推
移
白
分
析
を
、
彼
自
全
理

論
偲
系
か
ら
分
離
す
る
こ
と
は
、
直
ち
に
も
ワ
て
世
界
観
、
経
椿
現
論
と
は
杢
然
無
関
係
在
、
ヱ
ン

H
ル
が
熱
情
を
吐
露
し
た
と
と
ろ

D
統
計
皐
岡
有
の
狭
院
な
地
盤
え
陰
循
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
言
う
と
と
で
あ
る
。
エ
ン
ザ
ル
白
家
計
分
折
に
於
け
る
積
極
的
側
面
、

方
法
は
、
よ
り
積
極
的
進
歩
的
な
世
界
観
、
経
掛
刊
誌
編
白
上
に
の
み
、
そ
の
制
約
的
在
一
雨
牲
を
克
服
し
、
彼
自
家
計
調
濯
に
輿
え
ら

れ

τい
た
極
桔
か
ら
飛
躍
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
と
む
と
と
は
、
今
後
む
家
計
調
査
が
、
決
し
て
技
術
的
な
も
の
と
し
て
、
技
術
家
に
よ

っ
て
解
決
さ
れ
得
な
い
こ
と
を
一
不
ナ
も
白
に
外
な
ら
な
い
。
長
い
戦
時
経
抽
背
中
白
F

家
計
調
査
に
於
け
る
混
乱
期
、
空
白
期
に
見
ら
れ
た

央
二
つ
白
卓
越
し
た
方
向
を
示
し
て
い
た
も
白
、
邸
ち
昭
和
十
六
年
十
月
以
降
の
内
閣
統
計
局
ー
に
よ
る
赤
字
世
帯
の
特
殊
表
章
、
十
九

年
比
組
織
さ
れ
た
大
阪
尚
工
舎
議
所
の
棋
本
調
査
四
結
果
表
章
が
、
杉
本
策
一
氏
、
塑
崎
稔
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
と
も
、
か
か
る

意
味
で
偶
然
事
で
は
な
い
し
、
最
近
、
不
統
一
且
つ
非
組
織
的
に
各
所
に
注
さ
れ
て
い
る
家
計
調
査
忙
、
組
織
と
統
一
を
も
た
ら
さ
ん

'
と
し
た
内
閣
抑
制
祷
安
定
本
部
の
家
計
調
斎
結
果
表
章
が
、
支
川
金
額
別
の
、
し
か
も
車
陀
名
目
的
貨
幣
額
白
表
草
の
み
を
要
求
し
、
も

っ
て
赤
字
家
計
、
家
庭
生
活
白
資
質
的
窮
乏
を
故
意
に
隠
蔽
し
、
最
近
の
家
計
調
奈
論
が
専
ら
需
市
あ
の
弾
力
性
、
消
費
性
向
白
問
題
を

又
決
し
て
偶
然
事
で
は
友
い
白
で
あ
る
。

中
心
と
し
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
迎
合
せ
ん
と
し
て
い
る
と
と
も
、

自r
後
D
家
計
調
歪
が
/
問
題
と
さ
る
べ
き
場
所
は
、

エ
ン
ヂ
ル
の
家
計
分
析
の
批
判
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
ケ
ネ
l
以

来
の
資
ボ
と
所
得
と
白
交
錯
的
左
運
動
、
粧
品
町
的
生
産
物
白
慣
値
代
償
と
素
材
代
置
の
金
運
動
の
中
位
あ
る
。
ス
ミ
ス
む
ド
グ
マ

(
C

家
計
調
査
凶
諸
問
題
(
下
)

第
六
十
三
巻

四

7L 

第

て

こ

漉

回
ブL



家
計
調
査
の
諸
問
題
(
下
)

第
六
十
一
こ
巻

E
O

第
一
、
ニ
競

五
O

+
V
)
白
あ
や
ま
れ
る
資
本
所
得
観
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
て
い
る
ヱ
ン
ザ
ル
の
家
計
分
析
の
批
判
的
克
服
は
、
か
く
し
て
毘
し
い
債
値

論
、
資
本
、
所
得
腕
に
基
き
、
枇
曾
的
費
本
白
再
生
産
運
動
に
於
け
る
不
可
快
白
棒
成
部
分
で
あ
る
所
得
運
動
と
し
て
、
家
庭
経
時
慣
が

分
析
さ
る
べ
き
と
と
を
さ
し
一
不
す
白
で
あ
る
。

ゾ
ヴ
ィ

z
l
ト
に
於
け
る
園
民
経
緯
パ
ラ
ジ
ス
論
、
バ
ラ
ン
ス
表
に
よ
っ
て
裏
付
け
Z
と
と
が
問
来
る
。
ス
ト
ゥ

ソ

1
ポ
リ
白
議
論
提
案
に
上
っ
て
明
ら
か
友
如
く

γ家
庭
的
個
人
的
消
費
は
家
政
と
し
て
、
園
民
経
梼
バ
ラ
ン
ス
白
不
可

快
白
一
構
成
た
る
地
位
を
占
め

τい
る
。
そ
白
場
合
、
「
凶
民
経
梼
バ
ラ
ン
ス
は

7
我
園
の
経
梼
力
の
増
大
、
そ
白
凋
立
性
ワ
白
強
化
及
び

園
民
の
物
質
的
、
文
他
的
水
準
の
向
上
を
指
示
せ
ね
ば
な
ら
ね
」
(
Y
1
ポ
ヲ
)
の
で
あ

p
、
「
我
が
園
民
経
済
バ
ラ
ン
ス
が
、
世
品
情
的
生

産
物
が
作
り
山
さ
れ
る
生
産
部
商
と
共
に
、
闘
の
努
働
力
号
れ
白
鶴
が
、
人
間
自
身
が
、
努
働
力
の
新
の
相
い
手
が
再
生
産
せ
ら
れ
る

と
と
ろ
D
勤
労
回
目
に
劃
す
る
所
前
奉
仕
部
商
を
そ
の
中
に
含
ま
ね
ば
た
ら
ぬ
」
ー
そ
し
て
「
非
生
産
的
奉
仕
部
商
は
、
何
よ
り
も
先
づ
余

白
二
部
類
に
、
卸
ち
川
同
社
合
的
奉
仕
と
、
閉
門
家
政
l
|
都
市
家
政
、
農
村
家
政
1
l
l
と
に
分
た
れ
る
。
」
且
つ
固
定
フ
ォ
ン
ド
の
項
目
と

し
て
「
都
市
及
び
農
村
住
民
の
佃
ん
的
住
宅
元
本
位
家
政
白
首
該
諸
欄
に
於
て
示
さ
れ
ね
ば
友
ら
向
。
家
政
世
財
産
目
録
に
於
て
は

|
|
設
備
財
産
調
査
の
諸
費
料
に
基
づ
き
1
l
家
財
即
ち
家
具
什
器
、
食
器
、
被
服
そ
の
他
少
左
か
ち
ざ
る
倒
値
を
計
上
し
泣
け
れ
ば

な
ら
ね
己
流
動
フ

f
ン
ド
に
於
て
も
、
同
様
に
家
政
の
欄
え
の
間
入
が
な
き
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
明
ら
か
に
家
計
調
査

は
、
一
世
曾
主
義
的
再
生
産
の
一
構
成
部
分
と
し
て
、
企
図
民
経
油
開
バ
ラ
ン
ス
の
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
白
で
あ
る
。

そ
し
て
家
計
調
査
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
時
鮪
は
、
即
ち
人
間
た
る
に
値
し
泣
い
よ
う
た
、
躍
に
内
閣
を
維
持
す
る
に
す
ぎ
な
い
よ

費
本
の
不
可
紋
の
要
請
で
あ
る
利
潤
、
蓄
積
白
日
聞
か
ち
抑
制
さ
れ
、
r

か
く
じ
て
所
有
開
係
、
生
産
関
係
そ
の
も
l
l

と
れ
は
更
ち
に
、

ル
ミ
リ
ン
、

う
な
最
低
賃
金
す

ι、

の
白
合
組
的
解
決
が
、
歴
史
的
に
提
起
さ
れ
、

せ
ま
ら
れ
て
い
る
と
と
ろ
の
、
我
闘
民
主
主
義
化
の
道
程
に
於
て
友
の
で
あ
る
。



家
計
調
奈
が
問
題
曹
と
な
る
経
祷
皐
的
危
場
、
及
び
そ
れ
が
提
起
さ
れ
る
歴
史
的
友
時
鮪
白
雨
商
か
え
家
計
調
奈
の
内
存
、
形
式
、

方
法
が
決
定
さ
れ
る
と
と
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
か
か
る
も
白
と
し
て
規
定
さ
れ
た
家
計
調
主
主
擦
笛
す
る
も
D
も
決
定
さ
れ
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
(
一
一
J
1
九
、
ニ
九
)

家
計
調
査
の
諸
問
題
(
下
V

策
士
十
三
巻

豆三

第
一
、
ニ
銃

王




